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『
広
報
い
ず
の
く
に
』は
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

市内在住の６月生まれで２～４歳までのお子さんを募集し
ます。５月８日（木）までに電話またはメールでお申し込みく
ださい。応募多数の場合は抽選になります。掲載が決まった
場合は、数日中に写真とコメントを提出していただきます。
申込み 秘書広報課　電話０５５‐９４８‐１４３１

info@city.izunokuni.shizuoka.jp

毎日大好きなお兄ちゃんとたたかい
ごっこで楽しく遊んでいるね。幼稚園
でも友達がたくさんできるといいね。

孝之
たかし

さん・知美さんの次男（四日町）
(平成１６年５月２２日生)

いつも元気で明るく歌が大好き、ち
ょっとお調子者な拓遥。これからも兄
弟仲良く楽しく大きくなろうね。

崇理
たかみち

さん・未華さんの長男（富士見）
(平成１７年５月１３日生)

いつも笑顔の素敵な実ちゃん。元気で
ほがらかで思いやりのある子に育ってね。
パパとママとフーちゃんは願ってます。

信太郎さん・好美さんの次女（中）

(平成１７年５月１５日生)

歌と踊りが大好きな泰ちゃん。弟の
航ちゃんが泣いたときも子守唄を歌っ
てくれる優しいお兄ちゃんです。

鉄兵さん・弥生さんの長男（寺家）
(平成１７年５月７日生)

お兄ちゃんが大好きでいつも元気い
っぱい走り回っている彩奈ちゃん。こ
れからもみんなの『太陽』でいてね。

孝之
たかし

さん・美紀子さんの長女（田京）
(平成１６年５月１８日生)

「世界はやがてオレのモノ！？」バイ
キンマンより強くなれるかな？こうち
ゃんとも仲良く遊んであげようね！　

健太さん・香織さんの長男（小坂）
(平成１７年５月１８日生)

五
月
二
十
四
日（
土
）、
今
年
も
、

狩
野
川
の
鮎
釣
り
が
解
禁
し
ま
す
。

狩
野
川
は
鮎
の
友
釣
り
発
祥
の
地

と
言
わ
れ
、
そ
の
根
拠
と
さ
れ
る
の

が
旧
大
仁
町
で
発
見
さ
れ
た
古
文
書
。

内
容
は
、「
天
保
三
年（
一
八
三
二
年
）

に
韮
山
村
な
ど
の
漁
師
が
韮
山
代
官

所
に
対
し
、
大
仁
村
の
漁
師
が
新
漁

法（
友
釣
り
）で
鮎
を
乱
獲
す
る
の
を
や

め
さ
せ
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
」と
い
う

も
の
。
友
釣
り
は
、
お
と
り
鮎
を
鮎

の
縄
張
り
に
放
ち
、
け
ん
か
さ
せ
て

釣
る
と
い
う
独
特
の
漁
法
。
鮎
の
習

性
を
利
用
し
た
、
百
七
十
年
以
上
前

の
こ
の
釣
り
方
は
、
今
で
は
最
も
多

く
の
釣
り
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
ま

す
。
初
心
者
に
は
難
し
い
が
、
熟
達

す
る
と
病
み
つ
き
に
な
る
の
だ
と
か
。

大
仁
橋
〜
神
島
橋
間
は
、
市
内
で

最
も
鮎
が
多
く
、
釣
り
人
が
集
中
す

る
流
域
。
皆
さ
ん
も
、
太
公
望
た
ち

の
腕
比
べ
を
観
戦
し
て
み
て
は
？
　

大人は入漁証が必要、
中学生までは無料です。
問合せ　狩野川漁協
電話０５５８‐７２‐５９４５
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小
学
校
三
年
生
ま
で
の
子
ど
も

の
い
る
家
庭
に
朗
報
で
す
。

現
在
実
施
し
て
い
る
乳
幼
児
医

療
費
助
成
事
業
。
こ
れ
は
、
子
育

て
中
の
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、

乳
幼
児
に
か
か
る
医
療
費
へ
の
県

の
助
成
額
に
市
の
単
独
補
助
を
加

え
、
医
療
費
負
担
を
無
料
に
す
る

未
就
園
児
と
そ
の
親
を
対
象
と

し
た
学
級
で
す
。
親
子
で
一
緒
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
活
動
】
月
二
回
程
度

〜
今
ま
で
所
得
制
限
で

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
へ
〜

五
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
は
、

平
成
十
八
年
中
の
所
得
に
よ
り
受

給
で
き
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
ま

す
が
、
六
月
分
か
ら
の
手
当
は
平

成
十
九
年
中
の
所
得
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。
今
ま
で
所
得
制
限
に
よ

り
児
童
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ

た
人
も
、
所
得
や
家
族
状
況
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
、
六
月
か
ら
受

給
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お

心
当
た
り
の
人
は
、
五
月
中
に
認

定
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
制
度
と
は

『
子
ど
も
と
暮
ら
し
、
子
ど
も

を
養
い
、
守
り
育
て
る
』、
そ
の

よ
う
な
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
。

と
い
う
制
度
で
す
。

伊
豆
の
国
市
で
は
、
七
月
一
日

（
火
）
か
ら
、
小
学
三
年
生
ま
で

助
成
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
、
事
業
名
も
『
こ
ど
も
医

療
費
助
成
事
業
』
と
改
め
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

に
は
、
こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証

が
必
要
で
す
。
市
内
に
住
む
小
学

校
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
子

ど
も
を
持
つ
保
護
者
の
皆
さ
ん

は
、
受
給
者
証
の
交
付
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

制
度
導
入
ま
で

市
で
は
現
在
、
子
ど
も
の
疾
病

の
慢
性
化
の
予
防
促
進
と
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的

と
し
て
、
未
就
学
児
を
対
象
に
、

入
院
お
よ
び
通
院
に
か
か
る
保
険

診
療
分
の
医
療
費
と
、
入
院
時
の

食
事
療
養
費
を
助
成
す
る
『
乳
幼

児
医
療
費
助
成
制
度
』
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
七
月
一
日
か
ら
、

対
象
者
を
小
学
校
三
年
生
の
児
童

ま
で
拡
大
し
て
、『
こ
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
』
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
す
で
に
乳
幼
児
医
療
費
受
給

者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

は
、そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
が
、

小
学
校
一
年
生
か
ら
三
年
生
に
つ

い
て
は
、
交
付
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

医
療
費
の
助
成
の
方
法

受
給
資
格
者
は
、
県
内
の
医
療

機
関
等
で
受
診
し
た
と
き
、
保
険

証
と
一
緒
に
『
こ
ど
も
医
療
費
助

成
金
受
給
者
証
』
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
保
険
診
療
分
の
医
療
費

と
、
入
院
時
の
食
事
療
養
費
に
つ

い
て
、
無
料
と
な
り
ま
す
。

＊
他
の
公
費
助
成
と
な
る
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
人
は
、
そ
ち
ら
を

提
示
し
助
成
を
受
け
た
上
で
、
後

日
、
市
役
所
窓
口
に
て
償
還
払
い

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
給
者
証
の
交
付
手
続
き

対
象
の
家
庭
に
は
市
か
ら
個
別

に
通
知
し
ま
す
の
で
、
通
知
受
領

後
、
受
付
期
間
内
に
、
市
役
所
各

窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】
①
印
鑑
　
②
子
ど
も

の
健
康
保
険
証

【
受
付
期
間
】
五
月
二
十
六
日

（
月
）〜
六
月
十
九
日（
木
）

＊
な
お
、
児
童
手
当
と
現
在
実
施

し
て
い
る
乳
幼
児
医
療
費
更
新
の

手
続
き
を
六
月
九
日
（
月
）
か
ら

実
施
し
ま
す
。
併
せ
て
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

受
付
場
所（
市
役
所
三
庁
舎
）

母
親
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
に
お
け

る
母
親
た
ち
の
連
帯
組
織
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
康
や
食
・
し
つ

け
、
社
会
生
活
に
つ
い
て
話
し
合

い
な
が
ら
学
び
ま
せ
ん
か
。
条
件

は
「
母
親
」
で
あ
る
こ
と
。
年
齢

は
問
い
ま
せ
ん
。

【
活
動
】
月
一
回
程
度
　
＊
都
合

の
良
い
と
き
だ
け
の
参
加
も
で
き

ま
す
。
た
だ
し
そ
の
場
合
も
会
員

登
録
は
必
要
で
す
。

【
主
な
内
容
】
市
立
幼
稚
園
を
訪

問
し
、
歌
や
人
形
劇
、
手
品
等
を

通
し
て
交
通
安
全
の
指
導
や
健
全

育
成
の
お
話
を
す
る
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
児
童
館
事
業
の
手

伝
い
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
や
物

づ
く
り
の
手
伝
い
等

【
入
会
金
】
千
円

【
申
込
み
方
法
】
五
月
十
七
日

（
土
）
ま
で
に
大
仁
児
童
館
へ
申

し
込
み（
月
曜
日
を
除
く
）。

二
つ
の
会
で
会
員
募
集
し
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
　
大
仁
児
童
館
　
電
話
０
５
５
８（
７
６
）１
３
４
６

大仁児童館
（中央図書館・大仁市民会館の間）

小学校３年生までの医療費が
自己負担０円になります！

【
場
所
】（
伊
豆
長
岡
地
区
・
大
仁

地
区
）大
仁
児
童
館
、（
韮
山
地
区
）

韮
山
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

【
主
な
内
容
】
親
子
で
で
き
る
遊

び
や
体
操
・
お
や
つ
づ
く
り
、
ハ

イ
キ
ン
グ
等
の
活
動
を
各
地
区
ご

と
で
行
い
ま
す
。

【
入
会
金
】
千
円

【
申
込
み
方
法
】
五
月
十
三
日

（
火
）
〜
十
八
日
（
日
）
の
間
に
、

大
仁
児
童
館
へ
申
し
込
み
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
た
ん
ぽ
ぽ
』

市
で
は
昨
年
度
、
未
就
園
児
親

子
の
交
流
の
場
と
し
て
、
韮
山
交

流
セ
ン
タ
ー
内
に
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
『
す
み
れ
』
を
開
設
し
ま

し
た（
現
・
三
支
援
セ
ン
タ
ー
の

最
新
情
報
は
二
十
一
ペ
ー
ジ
記
事

参
照
）。

今
年
度
は
、
さ
ら
に
子
育
て
支

援
を
充
実
す
る
た
め
、
ひ
ま
わ
り

保
育
園
大
仁
分
園
内
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
大
仁
い
き
い
き
シ

ニ
ア
セ
ン
タ
ー
に
移
転
・
改
修
し

て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
た

ん
ぽ
ぽ
』
と
し
て
活
用
し
て
い
く

予
定
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
こ
ど
も
育
成
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
４
７

2008年（平成20年）5月1日（木曜日）（2） 2008年（平成20年）5月1日（木曜日） （1）

六
月
、
十
月
、
二
月
の
年
三
回
に

分
け
て
支
給
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、

①
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
こ

と
、
②
手
当
が
も
ら
え
る
の
は
子

ど
も
が
小
学
校
を
卒
業
す
る
ま

で
、③
所
得
額
に
よ
る
制
限
あ
り
、

と
い
う
条
件
が
あ
り
ま
す
。

手
当
の
額

三
歳
の
誕
生
月
分
ま
で
月
額
一

万
円
（
一
律
）、
三
歳
の
誕
生
月

の
翌
月
分
か
ら
一
人
目
、
二
人
目

の
子
ど
も
は
月
額
五
千
円
、
三
人

目
以
降
の
子

ど
も
は
月
額

一
万
円
で
す
。

詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

福
祉
課

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
８

助かるわ！こども医療費の巻

病
院
で
は

受
給
者
証
の
提
示

を
お
忘
れ
な
く
！

伊
豆
の
国
市
で
は
七
月
か
ら
、

三
年
生
ま
で
の
医
療
費
が

無
料
に
な
る
の
！

子
ど
も
っ
て
小
学
校
中
学
年

く
ら
い
ま
で
、
け
っ
こ
う

医
療
費
が
か
か
る
わ
…
。

え
っ
、

ホ
ン
ト
に
？

住
ん
で
て
よ
か
っ
た

伊
豆
の
国
市
。

助
か
る
わ
〜

大仁庁舎福祉課
電話０５５８‐７６‐８００８韮山庁舎韮山市民サービス課

伊豆長岡庁舎市民サービス課

地域子育て支援
センター『すみれ』

問
合
せ
　
福
祉
課
　
電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
８
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主な手口 『家庭教師の無料体験』を申し込んだ消
費者宅を「家庭教師のフレンズ」と言って訪問。こ
のときは教材販売に来たことを明らかにしません。
「静大２年生です」「家庭教師をやってきたので遅
れました」とあたかも実際に生徒を教えている学生
のように装い、消費者を信用させます。次に教科
書だけのやりにくさや家庭教師がいないときの勉
強のやり方などを話しながらテキストを取り出し、
なぜテキストを使ったほうがいいのか説明します。
金額は月額を紙に書くものの、総額は、信販会

社の教育クレジット契約書面を見るまで分かりま
せん。最後に「グループに帰って相談し、お子さん
に合った仲間を決めてきます」と言って帰ります。

事業者名　　有限会社ウィル
代表取締役 福田憲吾
所 在 地　　静岡市葵区昭和町１０番地の６
業務内容　　家庭教師付き教材の販売

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
事
業
者
名
等
の
公
表

実際に市内で相次いだ手口

市役所職員や社会保険事務所をかたり電話をか
けてきて、「高額特別控除による還付金があるので
ＡＴＭから携帯電話で連絡をくれれば手続きを案内
する」と言ってフリーダイヤルの電話番号を告げる
そうです。
＊市役所が、税金や医療費などの還付手続きを電
話で求めることはありません。このような電話
があったら、市役所や警察にご相談ください。

5月は消費者月間です。
悪質業者は親切を装ってやってきます。
普段から声をかけあい、地域みんな
で被害を防止しましょう。

電話詐欺（実例）

問合せ　観光商工課　電話０５５‐９４８‐１４８０

悪質訪問販売（実例）

宿泊施設
伊豆長岡温泉二葉　招福の宿ゑびすや　小松家八

の坊　華の湯　さかなや　ホテル天坊　おおとり荘　京
風料亭旅館正平荘　古奈別荘　いづみ荘　米山館　富士
屋旅館　伊豆長岡温泉桂川彩峰　湯めぐりの宿吉春　伊
豆長岡石亭　ヴィラ山魚亭　ゆもとや　駒の湯源泉荘
伊豆長岡京急ホテル　湯屋光林　三養荘　山田家旅館
梅香苑住吉館　宝山亭一條　楽山やすだ　福狸亭小川家
三楽の宿さかや　静山荘　懐石のやどときわ旅館　かめ
や恵庵　ふれあいの宿姫の湯荘　あやめの宿　あづまや
旅館　こだま荘　伊豆畑毛温泉大仙家　南山荘　去来庵
松城館　ニュー八景園　三渓園　いで湯とあやめ御前ゆ
かりの宿井川館　陶芸の宿はなぶさ　温泉旅館一二三荘
ホテルサンバレー富士見　ホテルアクアサンタリストラ
ンテボッカデラベルタ　大観荘　弘法の湯長岡店　弘法
の湯本店　菊水荘　伊古奈荘

和食
だるま寿し　手打ちおとわ　うを正寿司店　焼肉だ

いもん　そば処朝日屋　鰻屋だいちゃん　代官屋敷　天野
屋食堂　そば処陣中いし井　四季彩菜しゃろう夢　ときわ
や食堂　鮎茶屋　伝七　食事居酒屋たけ　鳥栄　まごころ
食堂

洋食
アクアヴィッテ
中華
中華光楽　拉麺屋「一匹の鯨」 中華料理昇龍
居酒屋・バー
パブエヴァンス　居酒屋藤　三浜　ニュー長岡　ス

ナックさんぽみち　ＳＡＫＥＨＯＵＳＥしばらく　居酒屋正直
屋　ラウンジ雅美　居酒屋「串特急伊豆長岡店」 ライブス
フィンクス　スナック「とべら」 酒膳ひとやすみ　夕鶴

カラオケ
カラオケボックス＆日焼けサロン「ベイサイドクラブ」

カラオケ喫茶ＧＥＮＪＩ　

観光施設
あわしまマリンパーク　おざわベリー園　重要文化財

江川邸　かつらぎ山パノラマパーク　伊豆・三津シーパラダ
イス　自転車の国サイクルスポーツセンター　伊豆洋らんパ
ークトロピカリウム

小売店
山本食品三島わさび工場　キャニオン　ケーキ屋「雨

のちくもり時々晴れ」 あやめ園　まんじゅう屋ひと花
ゴルフ場
伊豆にらやまカントリークラブ　富士箱根カントリークラブ
立ち寄り湯
ホテルサンバレー伊豆長岡日帰り温泉「夢殿」
病院・薬局
あやめ薬局
その他
いちごプラザ　健康と癒しの里大仁瑞

泉郷　モビリティーパーク　蔵屋鳴沢　ひよ
しや　韮山反射炉　韮山郷土資料館　ミロク

伊豆の国観光パスポート協賛店一覧（順不同）
サービスの内容については情報誌やＨＰをご覧ください。

４月１４日の発行初日、市長もいち早く観光パス
ポートを取得。「皆さんにも早く使ってほしい」

豆
の
国
市
は
、「
の
国
」と
い
う
名
前
が
つ

く
、
全
国
で
唯
一
の
市
。「
国
」な
ら
、
パ

ス
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
？
と

い
う
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
こ
の
『
伊
豆
の

国
観
光
パ
ス
ポ
ー
ト
』
で
す
。

こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
伊
豆
の
国
市
を
訪
れ

た
お
客
様
に
有
償
で
発
行
さ
れ
ま
す
。
所
持
者

は
、
下
の
一
覧
の
各
協
賛
店
を
利
用
す
る
と
き

に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
施
設

入
園
料
や
飲
食
代
の
割
引
、
ド
リ
ン
ク
の
サ
ー

ビ
ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

ど
、
市
内
外
百
八
の
協
賛
店
（
平
成
二
十
年
五
月

現
在
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

協
賛
店
で
は
、
利
用
時
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で

な
く
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
く

れ
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
が
五
個
、
十
個
、
十
五
個

と
貯
ま
れ
ば
す
て
き
な
景
品
と
交
換
で
き
ま
す
。

ま
た
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
購
入
（
申
請
）
す
る
時

点
で
、
自
動
的
に
地
場
産
品
等
の
抽
選
に
応
募

で
き
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
お
得
」
の
チ
ャ
ン

ス
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
所
持
者

伊の
皆
さ
ん
に
、「
伊
豆
の
国
」
を
第
二
の
故
郷
と

思
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
お
も
て
な
し
の
心
と
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
市
内
観
光
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
。

も
ち
ろ
ん
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
も
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

さ
あ
、
あ
な
た
も
今
す
ぐ
、『
伊
豆
の
国
観
光

パ
ス
ポ
ー
ト
』を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

申
込
み
・
問
合
せ

伊
豆
の
国
観
光
協
会
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）０
３
０
４

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://e
4
7
.jp
/izk
/p
a
ssp
o
rt

パスポートブック（情報誌）
とマップが付いてきます。

パスポートにスタンプを貯め
て、すてきな景品と交換！

目印は黄色い
ステッカー！

伊豆の国観光パスポート（ほぼ原寸）
＊海外渡航には使えませんのでご注意！



広
報
い
ず
の
く
に
が

新
し
く
な
り
ま
す
！

四
月
十
五
日
号
で
お
伝
え
し
た
と
お
り
、『
広
報
い
ず
の
く
に
』を
よ
り
充
実
さ

せ
る
た
め
、
十
五
日
号﹇
お
知
ら
せ
版
﹈の
発
行
を
終
了
し
、
一
日
号﹇
冊
子
版
﹈

に
統
一
し
ま
す
。
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『
広
報
い
ず
の
く
に
』の
現
況

現
在
市
で
は
、『
広
報
』
一
日

号（
主
に
自
治
会
を
通
じ
て
配
布
）

と
十
五
日
号
（
主
に
新
聞
折
り
込

み
で
配
布
）
の
月
二
回
広
報
紙
を

発
行
し
、
皆
さ
ん
に
大
事
な
お
知

ら
せ
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
以
前
か
ら
、「
新
聞
を

と
っ
て
い
な
い
た
め
十
五
日
号
が

届
か
な
い
」「
新
聞
折
込
は
チ
ラ

シ
と
一
緒
で
気
が
つ
か
な
い
」

「
自
治
会
に
入
っ
て
い
な
い
の
で

一
日
号
が
届
か
な
い
」
な
ど
の
ご

意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
と
結
果

そ
こ
で
、
広
報
一
月
十
五
日
号

と
二
月
一
日
号
に
ハ
ガ
キ
を
差
し

込
み
、
全
読
者
対
象
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
計
二
百

八
十
三
通
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
集
計
の
結
果
は

左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

一
日
号
ア
ン
ケ
ー
ト
の
Ｑ
六
・

十
五
日
号
（
新
聞
折
込
）
に
つ
い

て
の
回
答
を
見
る
と
、「
配
布
方

法
を
変
え
た
ほ
う
が
よ
い
」「
十

五
日
号
を
読
ん
で
い
な
い
の
で
わ

か
ら
な
い
」
が
合
わ
せ
て
五
割
近

く
を
占
め
、
多
く
の
一
日
号
読
者

の
皆
さ
ん
が
、
十
五
日
号
（
新
聞

折
込
）
に
不
都
合
を
感
じ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て
双

方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
Ｑ
七
か
ら
、

過
半
数
の
皆
さ
ん
が
「
月
一
回
発

行
し
て
内
容
を
充
実
」
し
た
『
広

報
い
ず
の
く
に
』
の
発
行
を
望
ん

で
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

十
五
日
号
の
発
行
を
終
了

『
広
報
い
ず
の
く
に
』
は
、
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
に
市
の
大
事
な

お
知
ら
せ
を
伝
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
一
方
、
市
の
財
政
状
況
か
ら

も
無
駄
の
な
い
、
最
も
効
果
的
な

配
布
方
法
を
考
え
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
新
聞
を
購
読
す
る
世
帯

が
全
国
的
な
減
少
傾
向
に
あ
る
現

在
（
社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
調

べ
）、『
新
聞
折
込
』
と
い
う
配
布

方
法
を
見
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な

い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
誕
生
以
来
、
月
二

回
『
広
報
い
ず
の
く
に
』
を
発
行

し
て
き
た
の
は
、「
合
併
に
よ
る

行
政
区
域
の
広
が
り
や
情
報
不
足

に
よ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
混
乱
を

避
け
る
た
め
、『
新
聞
折
込
』
で

素
早
く
情
報
を
伝
え
て
い
こ
う
」

と
い
う
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
し
か
し
、
合
併
か
ら
三
年
が

経
ち
、
皆
さ
ん
に
伝
え
る
情
報
も

整
理
さ
れ
て
き
た
今
、『
新
聞
折

込
』
で
の
情
報
提
供
も
、
そ
の
役

割
を
終
え
た
と
言
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
判
断
し
、

市
で
は
、『
広
報
い
ず
の
く
に
』

十
五
日
号
（
新
聞
折
込
）
を
、
次

の
五
月
十
五
日
号
で
最
終
号
と
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

『
広
報
い
ず
の
く
に
』
は
、
六

月
か
ら
一
日
号
に
統
一
し
て
月
一

回
発
行
し
、
自
治
会
経
由
の
回
覧

な
ど
に
よ
り
配
布
し
ま
す
。

（左）
広報いずのくに
２月１日号
アンケート結果

（右）
広報いずのくに
１月１５日号
アンケート結果

回答数：９６通 回答数：１８７通

アンケートで寄せられた自由意見（抜粋）
１日号について

支所置きの部数が少なすぎる、行ってもないことが多

い。市になってから郵便局や図書館などで入手してい

る。１日号も新聞折込にしてほしい。 自治会の代表

者や会費を教えてほしい。アパートで自治会未加入の

ため配布されない、税金を納めているのにおかしい。

組へ入れない老人のために配布方法を変えてほしい。

自宅へ個別郵送する。自治会経由配布と希望者有料に

て送付を併用するのがよい。 大家・仲介業者が入居者

に自治会加入を勧める、加入しなければ広報は配布さ

れない事を告知する。 組長の意思で配布が遅れるの

は困る、配布日を徹底して（同様多数）。自治会経
由は組長の負担になっているようなので、希望者だけ

は今までどおりで、いらない世帯は公共施設等で必要

なときだけもらうようにする。毎月ためておいて年末

に捨てるとき、紙がもったいない。他の機関紙も数多

く配布されるため、現在と同じ自治会経由の配布を月

１回行い、経費を削減させればよい。

広報紙全体について

今後も広報は紙で発行すべき、ホームページは年配者や

パソコンのない家庭には無理（同様多数）。自治会経由
は遅れるのでお知らせの日程が終わっていることも
（同様数件）。月２回新聞折込で即時性を高める。新聞未

購読、自治会未加入の家にも配布を。月２回Ａ４版を郵

便で各家庭に配達する。現在の配布方法は工夫されてい

て変更の必要なし、公共施設にも置いてあるので「その気」

になれば手に入る。あちこちに置いてほしい（同様数件）。

市役所や図書館に置かれているがＰＲ不足で知らない
人も多い。 全戸配布するための配布ボランティアを募集

しては。経費削減のためＡ４版冊子の月１回発行
に（同様多数）。全戸配布が財政的に厳しければ各庁舎に

常に置き、希望者が取りに行く。 自治会加入、新聞購読

等はすべて自己責任、広報を手にする工夫は自分ですべ

き、行政は少数派の意見に右往左往せず毅然とした態度

を取るべし。カラー必要なし。旧町時代も不自由はなか

った、月１回発行でよい。

１５日号について

新聞未購読の家に配布されないのは不公平
（同様多数）。全戸に郵送、納税者への配布は

役所の義務である。１日号と同じ配布方法に

変えた方がよい。新聞を取っていないのは個

人の問題で市が関知するところではない。函

南町民だが新聞折込でいつも届いてもったい

ない。わが家は伊豆市の新聞販売店が配達す

るため折込が入らない。新聞折込はチラ
シと混ざって見落としてしまうのでいつ
も気をつかっている（同様多数）。１５日号も自

治会経由の回覧等で配布してほしい（同様数

件）。コストが安いなら自治会経由で、未加入

の家には市が届ける。毎回読むが１５日号で知

らせなければならないほどの記事はない、１

日号一本でよい。１５日号はあまり読むところ

がなく必要ない、経費の無駄、廃止して１
日号を充実させるべき（同様多数）。

問合せ 秘書広報課
電話０５５‐９４８‐１４３１

計２８３通の貴重なご意見、
ありがとうございました。

読者の皆さんへ
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一
日
号
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

新
し
く
統
一
さ
れ
た
一
日
号

（
冊
子
版
）
に
は
、
現
在
、
十
五

日
号
に
掲
載
し
て
い
る
『
月
の
カ

レ
ン
ダ
ー
』
も
は
さ
み
込
み
、
取

り
出
し
て
使
え
る
形
式
に
し
ま

す
。（
六
月
一
日
号
か
ら
）

ま
た
、
特
集
記
事
な
ど
の
企
画

を
盛
り
込
ん
で
、
今
ま
で
以
上
に

『
広
報
い
ず
の
く
に
』
を
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

迅
速
な
配
布
に
ご
協
力
を

市
は
、『
広
報
い
ず
の
く
に
』

の
大
事
な
お
知
ら
せ
を
、素
早
く
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

伝
え
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
ま
ず
、
自
治
会
配
布
の

弱
点
と
も
言
え
る『
配
布
の
遅
れ
』

を
緩
和
す
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り

配
布
日
を
数
日
早
め
、
な
る
べ
く

町
内
会
長
等
が
配
布
し
や
す
い
休

前
日
に
、
各
区
へ
配
布
で
き
る
よ

う
設
定
し
ま
し
た
（
表
一
）。
自

治
会
等
の
配
布
担
当
の
皆
さ
ん

も
、
迅
速
な
広
報
配
布
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

市役所伊豆長岡庁舎

市役所伊豆長岡庁舎別館
あやめ会館
アクシスかつらぎ
長岡図書館
長岡温水プールサンゆう
湯らっくすのゆ
伊豆長岡郵便局
三島信用金庫　長岡中央支店
静岡銀行　伊豆長岡支店
ＪＡ伊豆の国　長岡支店
ＪＡ伊豆の国　古奈支店
ＪＡ伊豆の国　江間支店

市役所韮山庁舎

韮山農村環境改善センター
韮山福祉保健センター
（伊豆の国市社会福祉協議会）
韮山時代劇場
韮山図書館
めおと湯の館
伊豆箱根鉄道韮山駅
三島信用金庫　韮山支店
スルガ銀行　伊豆長岡支店
ＪＡ伊豆の国　奈古谷支店
ＪＡ伊豆の国　原木支店
ＪＡ伊豆の国　韮山支店
ＪＡ伊豆の国　北条支店
ＪＡ伊豆の国　南部支店

市役所大仁庁舎

大仁市民会館
中央図書館
大仁保健センター
（伊豆の国市シルバー人材センター）
大仁郵便局
田京郵便局
ＪＡ伊豆の国　田中支店
ＪＡ伊豆の国　大仁支店
ＪＡ伊豆の国　浮橋支店
アピタ大仁店
（１階南側エスカレーター乗り場）

伊豆長岡地区　　　　　　　　　　　韮山地区　　　　　　　　　　　　大仁地区

表２『広報いずのくに』配布施設一覧
広報『いずのくに』をどなたでも自由にお取りいただけるよう、下の公共施設、郵便局や金融機関、
民間施設等の窓口やラックに置いていただくようお願いしています。（平成２０年５月１日現在）

＊
各
施
設
の
ラ
ッ
ク
は
、
時
期
に
よ
り
品
切
れ
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
市
役
所
各
庁
舎
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

広報紙 配布日
平成２０年５月１日号 ４月２８日（月）

６月１日号 ５月２９日（木）
７月１日号 ６月２７日（金）
８月１日号 ７月３０日（水）
９月１日号 ８月２９日（金）
１０月１日号 ９月２６日（金）
１１月１日号 １０月３０日（木）
１２月１日号 １１月２８日（金）

平成２１年１月１日号 １２月２５日（木）
２月１日号 １月２９日（木）
３月１日号 ２月２６日（木）
４月１日号 ３月２７日（金）

表１『広報いずのくに』配布日
市から各地区公民館等に配布する日です。
梱包作業は朝から順次行いますが、配布
物の量によってお届け時間が変わります。

カレンダーをはさみ込み（イメージ）

六
月
一
日
号
か
ら

広
報
が
変
わ
り
ま
す

（
キ
リ
ト
リ
）

自
治
会
未
加
入
の
人
は

自
治
会
経
由
以
外
の
配
布
方
法

に
つ
い
て
は
、
市
内
各
施
設
の
ラ

ッ
ク
（
表
二
）
に
置
く
な
ど
の
配

布
を
今
ま
で
以
上
に
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

「
広
報
紙
を
自
宅
ま
で
届
け
て

ほ
し
い
」
と
い
う
人
に
は
、
自
治

会
へ
加
入
し
て
い
た
だ
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
自
治
会
の
会
費

や
規
則
は
地
区
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の

地
区
の
町
内
会
長
や
区
長
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

六
月
か
ら
の
新
し
い
『
広
報
い

ず
の
く
に
』に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

＊表２の施設等（ラック置き）は配布日には届
かない場合があります。
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＊子宮がん、乳がん、骨粗しょう症検診についても従来どおりに実施します。今後の広報でお知らせします。

●現在、日本人の３人に１人はがんで死亡しています。厚生労働省の
推計によれば、生涯のうちにがんにかかる可能性は、男性の２人に
１人、女性の３人に１人にのぼるとされています。しかし、治療や
診断の進歩により、早期発見で治るがんも増えてきています。検診
で早期発見し治療に結びつけ、がんから身を守りましょう。
●歯周病は歯を失う大きな原因の一つですが、初期には痛みや自覚症
状がないため、定期検診でお口の健康状態を確認しましょう。

種　類 対象者 検査内容 備　　考

肺がん検診 ４０歳以上の市民 問診、胸部レントゲン撮影、
喀痰
かくたん

検査(希望者）
集団検診：５月中旬～７月の指定日（３９回）
日程と場所は市民カレンダーに掲載していま
す。
個別検診（指定医療機関）：６月～９月

結核検診 ６５歳以上の市民

胃がん検診 ３５歳以上の市民 問診、胃部バリウム検査

大腸がん検診 ３５歳以上の市民 問診、便潜血検査（２日法）

歯周疾患検診 ２０歳以上の市民 問診、歯科検診
個別検診（指定歯科医療機関）：５月～平成２１
年１月
１０／２５（土）市民ふれあい広場でも実施予定

＜各種検診の種類と実施方法＞＊対象者は今までと変わりません。日程等の詳細は受診票送付時にお知らせします。

広報３月号でもお知らせしましたが、本年度から従来の基本健診はなくなりました。健診は、各医療保険者（保険
証に記載）による特定健診となります。通知は各医療保険者から送付されます。ただし、生活保護受給者（４０歳以上）
のみ、健康づくり課による健診を行います。

●国民健康保険加入者（４０～７４歳）へは５月中旬ごろ、７５歳以上の後期高齢者医療
被保険者へは６月中旬ごろに、市から受診券を送ります。受診券が届かない人は、
国保年金課までご連絡ください。詳細は広報６月号にも掲載します。
●今までがん検診の受診票に同封していた『基本健診』の問診票は今年度から同封しま
せん。がん検診と基本健診を同時に実施していた会場（エメラルド管理組合、浮橋・
田原野・田中山公民館）では、がん検診は引き続き実施しますが、基本健診は行いま
せんのでご注意ください。

平成１９年度まで 平成２０年度から

健 診 名 基本健診 特定健診・特定保健指導

実施主体 市が実施 各医療保険者が実施（義務）

対 象 者 ４０歳以上の市民
＊各医療保険者に加入している４０
～７４歳の被保険者と被扶養者

＊７５歳以上の後期高齢者医療
制度の被保険者は、静岡県後
期高齢者医療広域連合から市
が委託を受けて実施します。

問合せ （生活保護受給者は） 健康づくり課　電話０５５８‐７６‐８０１４
（国民健康保険加入者、後期高齢者医療被保険者は）

国保年金課　電話０５５‐９４８‐２９０５
（それ以外の人は） 各医療保険者（保険証に記載されています）

（ヤマオリ）

（ヤマオリ）

市の検診を受けるには各検診の受診票が必要です。
■市の検診に申し込みをしている人…５月中にがん検診の受診票とご案内を送付します。また昨年大腸がん検
診を受けた人には便の容器を郵送します。期間内に検診をお受けください（昨年の容器は使用できません）。
■申し込みをしていない人、昨年大腸がん検診を受けていない人など…受診票と（大腸がん検診希望者のみ）便
の容器を健康づくり課、市民サービス課（伊豆長岡）、韮山市民サービス課窓口で受け取り受診してください。

問合せ 健康づくり課
電話０５５８‐７６‐８０１４
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元気に生きる秘訣を参加者に伝授

三
月
十
六
日
、
中
央
図
書
館
で

た
ま
歯
科
医
院
院
長
の
玉
内
弘
先

生
と
、
８
０
２
０

ハ
チ
マ
ル
ニ
ー
マ
ル

健
康
静
岡
２
１

推
進
委
員
で
童
話
作
家
の
平
野
ま

す
み
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
歯
周

病
予
防
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。玉

内
先
生
か
ら
は
歯
周
病
と
い

う
病
気
や
、
予
防
法
、
治
療
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
い
講
義
が
あ

り
、
平
野
さ
ん
は
、
８
０
２
０
運

動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
も
と

三
月
二
十
三

日
、『
佐
藤
健
太

の
Ｚ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

ジ

コ

モ

報
告
会
』
を
中
央

図
書
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

市
職
員
で
あ
る

佐
藤
健
太
さ
ん

は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ジ

ャ

イ

カ

の

青
年
海
外
協
力
隊

に
志
願
し
、
平
成

十
七
年
十
一
月
か

ら
二
年
間
、
ア
フ

リ
カ
の
マ
ラ
ウ
イ

共
和
国
で
青
少
年

へ
の
職
業
訓
練
や

ス
ポ
ー
ツ
振
興
、

エ
イ
ズ
予
防
啓
発
活
動
等
に
従
事

し
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
会
場
に
集
ま
っ
た

約
四
十
人
は
、
佐
藤
さ
ん
が
語
る

マ
ラ
ウ
イ
で
の
貧
困
や
エ
イ
ズ
の

現
状
、
外
か
ら
見
た
日
本
の
現
実

に
驚
き
や
感
嘆
の
声
を
あ
げ
、
報

告
会
終
了
後
も
佐
藤
さ
ん
へ
の
質

問
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
日
、
会
場
を
訪
れ
た
高
校

生
の
一
人
・
廣
沢
翔
子
さ
ん
（
伊

豆
中
央
高
校
二
年
・
当
時
）
は
、

「
今
ま
で
日
本
だ
け
で
も
の
を
考

え
て
い
た
け
ど
、
世
界
に
目
が
広

が
っ
た
。
家
に
余
っ
て
い
る
も
の

は
、
海
外
に
送
っ
て
あ
げ
た
い
」

と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
年
二
回
、

市
民
参
加
の
国
際
協
力
『
世

界
の
笑
顔
の
た
め
に
』
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
海
外
の
貧

し
い
国
々
に
送
る
品
物
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
）

電
話
０
３
（
５
３
５
２
）
５
５

５
０

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jica.go.jp/part-

ner/sm
ile/index.htm

l

ま
で
。

派遣に向けて意気込みを語る高田さん（左）

三
月
十
九
日
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ジ

ャ

イ

カ

の

シ
ニ
ア
海
外
協
力
隊
と
し
て
ア

フ
リ
カ
の
サ
モ
ア
に
派
遣
さ
れ

る
高
田
輝
明
さ
ん
（
長
岡
）
が
、

出
発
を
前
に
望
月
市
長
を
訪
ね

ま
し
た
。

空
調
設
備
関
係
の
会
社
で
三

十
五
年
間
、
海
外
の
代
理
店
に

技
術
指
導
を
す
る
仕
事
を

し
て
い
た
高
田
さ
ん
。
定

年
後
に
、
そ
の
技
術
を
生

か
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
シ
ニ
ア
海
外
協

力
隊
を
知
り
、
応
募
し
た

と
の
こ
と
。

す
で
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

派
遣
経
験
の
あ
る
高
田
さ

ん
は
そ
の
体
験
談
を
語
り

な
が
ら
、「
自
分
た
ち
の
常

識
が
通
じ
な
い
。
他
の
文

化
を
知
る
こ
と
は
本
当
に

お
も
し
ろ
い
」
と
充
実
感
を

表
し
ま
し
た
。
市
長
は
「
年
を
と

っ
て
も
持
っ
て
い
る
技
術
は
な

く
な
ら
な
い
。
ぜ
ひ
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

高
田
さ
ん
は
、
伊
豆
の
国
市
を

紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
入
国

心
得
』
の
英
語
版
を
持
っ
て
三
月

末
に
出
発
し
ま
し
た
。

写真や映像を使って活動を報告しました

四
月
六
日
、
市
消
防
団
任
命
式

を
長
岡
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

新
た
に
市
長
か
ら
任
命
さ
れ
た
土

屋
實
み
の
る

消
防
団
長
が
、
本
部
役
員
、

各
分
団
員
を
任
命
し
ま
し
た
。
ま

た
、
前
消
防
団
長
の
諏
訪
貢
太
郎

さ
ん
に
、
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
十
二
分
団
に
統

合
し
た
新
体
制
で
、
今
年
度
も
災

害
の
未
然
防
止
と
、
災
害
時
の
対

応
に
あ
た
り
ま
す
。
任
命
者
は
次

の
と
お
り
。

本
部

副
団
長

井
川
敏
秋

本
部
長

山
田
宗
克

教
育
訓
練
指
導
員

狩
野
稔
、

杉
山
昌
司

ラ
ッ
パ
長

福
山
学

第
一
分
団

分
団
長

鈴
木
正
之

副
分
団
長

佐
藤
勇
一

部
長

蛭
海
健
太
郎
、
野
口
健

一
、
鈴
木
由
徹
、
川
口
成
久

班
長

足
立
浩
男
、
大
沢
真
彦
、

松
下
博
司
、
松
下
佑
介

第
二
分
団

分
団
長

関
野
勝
弘

副
分
団
長

山
田
英
貴

部
長

渡
辺
太
一
、
風
間
健
一
、

渡
辺
祥
司

班
長

水
口
裕
介
、
町
田
一
剛
、

杉
山
正
樹

新
入
団
員

井
出
剛
志
、
望
月

敬
太
、
狩
野
祐
輔
、
青
木
一
樹
、

土
屋
直
樹

第
三
分
団

分
団
長

井
川
宏
之

副
分
団
長

町
田
公
二

部
長

宮
崎
文
隆
、
水
口
学
、

佐
野
和
正
、
内
田
航

班
長

田
口
卓
也
、
水
口
明
士
、

殿
岡
裕
行
、
内
田
祐
太

新
入
団
員

山
下
剛
士
、
内
田

雄
一

第
四
分
団

分
団
長

前
田
優

副
分
団
長

尾
崎
昭
仁

部
長

小
澤
竜
哉
、
清
水
重
貴
、

足
立
英
樹
、
植
松
正
輝

班
長

小
澤
将
司
、
渡
邊
元
浄
、

野
本
紀
弘
、
青
木
優

新
入
団
員

伊
奈
貴
之
、
北
條

裕
也
、
清
水
隆
之

第
五
分
団

分
団
長

井
澤
憲
裕

副
分
団
長

佐
藤
崇
彦

部
長

諏
訪
祐
一
、
鈴
木
誠
、

今
田
広
記
、
監
物
宏
昌

班
長

堀
池
純
平
、
堀
井
和
雅
、

久
保
田
寧
光
、
小
林
弘
之
助

新
入
団
員

山
下
久
人
、
金
井

泰
浩
、
小
長
井
徹

第
六
分
団

分
団
長

渡
辺
広
行

副
分
団
長

山
田
昭
太
郎

部
長

木
内
洋
介
、二
藤
新
、

土
屋
誠
、
神
尾
剛

班
長

山
田
勇
介
、
大
川
貴

義
、
二
藤
健
、
鈴
木
嘉
仁

新
入
団
員
　
山
田
芳
裕
、
石

渡
輔
、
二
藤
光
、
池
谷
晋

第
七
分
団

分
団
長

稲
村
佳
弘

副
分
団
長

武
田
亮

部
長

川
上
登
、
秋
山
成
、

高
橋
紀
之
、
松
下
千
春

班
長

小
早
川
隆
之
、
長
谷

川
雄
太
、
川
口
雄
介
、
河
原
崎

仁新
入
団
員

平
岩
純
、
森
洋
二

郎
、
前
田
明
秀
、
酒
井
圭
一

第
八
分
団

分
団
長

芹
澤
誠
吾

副
分
団
長

遠
藤
学

部
長

鈴
木
滋
雄
、
山
田
知
弘
、

平
井
満
治
、
高
橋
裕

班
長
　
高
野
博
光
、
渡
辺
篤
史
、

大
村
壽
正
、
芹
澤
友
樹

新
入
団
員
　
細
田
知
司
、
西
川

寛
之
、
勝
又
悠

第
九
分
団

分
団
長

杉
村
明
彦

副
分
団
長

北
野
好
幸

部
長
　
小
川
正
樹
、
中
村
友
也
、

鈴
木
悠
介
、
塩
谷
健
一

班
長
　
萩
原
孝
大
、
菊
池
昭
雄
、

渡
辺
宏
幸
、
土
屋
健

新
入
団
員
　
石
井
敏
健
、
井
川

博
也
、
谷
口
貴
哉
、
岩
崎
真
都
、

池
谷
光
、
梅
原
美
彦
、
菊
池

貴
司
、
渡
辺
真
一

第
十
分
団

分
団
長

川
口
健
次

副
分
団
長

佐
野
幸
男

部
長
　
高
橋
篤
史
、
土
屋
重
治
、

川
口
義
博
、
佐
藤
広
和
、
三
枝

文
和
、
今
井
文
亮

班
長
　
梅
原
智
彦
、
西
島
基
弘
、

古
屋
寿
洋
、
梅
原
良
浩
、
本
多

太
樹
、
土
屋
邦
行

新
入
団
員
　
池
谷
真
郷
、
大
城

佑
貴
、
土
屋
丞
、
古
屋
将
稔

第
十
一
分
団

分
団
長

鈴
木
一
雄

副
分
団
長

渡
邊
佳
史

部
長
　
古
屋
英
道
、
堤
竜
也
、

鈴
木
栄
一
、
公
野
一
孝

班
長

西
島
貴
久
、
梶
谷
和
貴
、

飯
田
貴
久
、
梶
山
義
人

新
入
団
員

関
野
高
史
、
菊
池

健
太
、
関
野
恭
輔
、
石
井
弘
希
、

西
島
悠
祐

第
十
二
分
団

分
団
長

矢
田
一
総

副
分
団
長

渡
辺
一
仁

部
長

渡
辺
比
呂
志
、
新
村
直

人
、
飯
塚
幸
宏
、
山
根
圭
介

班
長

山
口
新
哉
、
森
智
也
、

林
星
児
、
渡
辺
稔

新
入
団
員

梅
原
佑
弥
、
小
林

達
也
、
佐
藤
広
弥
、
新
村
浩
二

に
毎
日
を
元
気
に
生
き
る
た
め
の

秘
訣

ひ
け
つ

を
話
し
、
８
０
２
０
運
動
推

進
の
紙
芝
居
『
ゆ
び
き
り
げ
ん
ま

ん
』の
朗
読
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
積
極
的
に
質
問
を

し
た
り
、「
分
か
り
や
す
か
っ
た
、

楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

分団長を任命する土屋消防団長（右）

宣誓書を読み上げる新入団員
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くす玉を割って完成を祝いました

江
川
邸
駐
車
場
に
歴
史
ガ
イ

ド
案
内
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、

三
月
二
十
五
日
に
竣
工
式
を
行

い
ま
し
た
。
市
長
や
市
議
会
議

員
、
江
川
邸
や
歴
史
ガ
イ
ド
の

会
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
新

施
設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

既
存
の
ト
イ
レ
の
老
朽
化
に

と
も
な
う
建
て
替
え
の
際
、
江

川
邸
周
辺
を
散
策
す
る
観
光
客

が
増
え
た
た
め
、
案
内
セ
ン
タ

ー
を
併
せ
て
整
備
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
伊
豆
の
国
歴
史

ガ
イ
ド
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
土

日
、
祝
日
に
在
駐
し
韮
山
の
歴

史
を
中
心
に
観
光
案
内
を
行
い

ま
す
。

案
内
セ
ン
タ
ー
や
ト
イ
レ
が
、

親
し
み
や
す
く
快
適
に
利
用
で

き
る
こ
と
で
、
伊
豆
の
国
市
の

観
光
振
興
や
宿
泊
客
の
拡
大
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

行
政
と
地
域
住
民
が
協
力

し
て
河
川
の
美
化
活
動
に
取

り
組
む
県
の
『
リ
バ
ー
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
制
度
』
の
同
意

書
調
印
式
を
、
三
月
二
十
七

日
に
市
役
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

認
定
を
受
け
た
の
は
、
浮
橋
区
、
江
間
区
、

長
崎
区
、
奈
古
谷
区
の
四
区
で
、
県
が
管
理

す
る
深
沢
川
、
江
間
川
、
柿
沢
川
、
堂
川
の

各
一
級
河
川
で
、
そ
れ
ぞ
れ
美
化
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
各
区
長
と

市
長
、
県
沼
津
土
木
事
務
所
の
岡
田
技
監
が

同
意
書
に
署
名
し
ま
し
た
。
各
区
に
は
県
か

ら
草
刈
り
機
や
軍
手
な
ど
が
支
給
さ
れ
、
リ

バ
ー
フ
レ
ン
ド
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
経
済
産
業
省
か

ら
『
近
代
化
産
業
遺
産
群
』
に
認

定
さ
れ
た
韮
山
反
射
炉
。

三
月
三
十
一
日
に
認
定
プ
レ
ー

ト
を
反
射
炉
入
り
口
に
設
置
し
ま

し
た
。
こ
の
プ
レ
ー
ト
設
置
に
よ

り
、
市
内
外
に
認
定
を
周
知
し
、

多
く
の
人
に
反
射
炉
を
知
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
市
内
の
ほ
か
の

歴
史
遺
産
を
活
用
し
た
観
光
振
興

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
市
長
は
、「
同
じ
テ
ー
マ
で

認
定
を
受
け
た
ほ
か
の
都
市
か
ら

視
察
が
来
て
い
る
。
互
い
に
連
携

し
、
歴
史
を
通
じ
た
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

三
月
三
十
日
、
中
国
江
蘇
省
書
道
文
化

視
察
訪
日
団
（
趙
ち
ょ
う

団
長
他
八
人
）
が
伊
豆

の
国
市
を
訪
れ
、
大
仁
市
民
会
館
で
『
日

中
書
画
交
流
展
』を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
訪
問
し
た
の
は
江
蘇
省
公
務
員
書

画
協
会
の
代
表
で
、
交
流
展
に
は
書
道
、

水
墨
画
、
墨
絵
な
ど
訪
日
団
の
作
品
八
十

二
点
と
伊
豆
の
国
市
文
化
協
会
の
作
品
二

十
二
点
が
出
展
さ
れ
、
日
頃
の
活
動
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
揮
毫
き
ご
う

（
書
画
を
書

（
描
）
く
こ
と
）
が
行
わ
れ
、
趙
団
長
や
団

員
の
み
ご
と
な
筆
運
び
に
来
場
者
は
釘
付

け
に
な
り
、
作
品
が
完
成
す
る
と
大
き
な

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

四
月
五
日
、
六
日
に
狩
野
川
さ

く
ら
公
園
で
狩
野
川
さ
く
ら
祭
り

を
開
催
し
ま
し
た
。

三
月
二
十
五
日
か
ら
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
、
通
る
人
を
楽
し
ま
せ

て
き
た
桜
並
木
は
、
こ
の
日
最
後

の
桜
吹
雪
で
来
場
者
を
迎
え
ま
し

た
。
会
場
で
は
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う

詰
め
合
わ
せ
や
『
パ
ン
祖
の
伊
豆

パ
ン
』
の
販
売
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
絆
の
踊
り
、
伊
豆
長
岡
温
泉

芸
妓
連
に
よ
る
華
の
舞
な
ど
、
多

く
の
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。

二
日
間
で
の
べ
五
千
人
の
来
場

者
は
、
散
っ
て
い
く
桜
を
惜
し
み

な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま

し
た
。

揮毫
きごう

を行う趙
ちょう

団長（右）の見事な筆運び

さ
ん
（
寺
家
）
の
八
人
で
す
。
ま

た
、
新
た
に
韮
山
多
田
の
古
屋

久
さ
ん
（
韮
山
多
田
）
が
認
定
を

受
け
ま
し
た
。
市
内
の
認
定
者

は
、
田
中
山
の
ダ
イ
コ
ン
生
産

者
な
ど
、
計
二
十
三
人
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
い

う
制
度
は
、『
持
続
性
の
高
い
農

業
生
産
方
式
の
導
入
に
関
す
る

法
律
』
に
基
づ
い
て
環
境
負
荷
の

低
い
農
業
に
積
極
的
に
取
り
組

む
農
業
者
に
対
し
て
県
知
事
か

ら
認
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

東
部
農
林
事
務
所
長
か
ら
認
定
書
を

受
け
取
る
市
内
農
家
九
人

署名をするリバーフレンドの面々

元気な踊りで来場者を楽しま
せた『よさこいソーラン絆』

プレートを取り付ける市長、議長ほか

環
境
に
や
さ
し
い
減
農
薬
、

減
化
学
肥
料
で
農
産
物
の
栽
培

に
取
り
組
む
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

に
、
市
内
か
ら
九
人
の
農
家
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
書
授

与
式
が
三
月
二
十
四
日
に
東
部

農
林
事
務
所
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
認
定
さ
れ
た
の
は
、

五
年
間
の
認
定
期
間
が
切
れ
る

こ
と
に
伴
い
再
認
定
さ
れ
た
多

田
稲
作
研
究
会
メ
ン
バ
ー
（
小
島

登
さ
ん
、
杉
山
衛
作
さ
ん
、
野

中
安
雄
さ
ん
、
鈴
木
金
男
さ
ん
、

佐
藤
清
さ
ん
、
鈴
木
重
直
さ
ん
、

金
井
正
男
さ
ん
）
と
、
木
内
久
見
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止
の
た
め
『
と
ま
る
』
『
見
る
』

『
待
つ
』
の
習
慣
を
子
ど
も
た
ち

が
身
に
つ
け
る
よ
う
指
導
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
通
学
路
な
ど
子

ど
も
が
利
用
す
る
道
路
を
一
緒
に

歩
い
て
、『
子
ど
も
の
目
線
』
で

道
路
に
潜
む
危
険
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

運
転
手
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も

の
そ
ば
や
通
学
路
を
通
る
と
き
は

い
つ
も
以
上
に
慎
重
な
運
転
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
見
通
し

の
悪
い
道
路
で
は
、
急
な
飛
び
出

し
に
備
え
、
ス
ピ
ー
ド
を
十
分
落

と
し
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

運
転
中
に
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た

経
験
は
誰
し
も
一
回
や
二
回

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
も

若
い
頃
、
道
路
と
平
行
し
た

生
け
垣
の
間
か
ら
急
に
子
ど

も
が
車
の
前
に
飛
び
出
し
て

き
て
、
あ
わ
や
と
い
う
場
面

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、

幸
い
な
こ
と
に
事
故
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
冷
や

汗
を
か
い
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
時

の
子
ど
も
の
言
い
訳
は
、

「
猫
を
追
い
か
け
遊
ん
で
い

て
車
の
こ
と
に
は
ま
っ
た
く

気
が
付
か
な
か
っ
た
」
と
の

こ
と
で
、
子
ど
も
は
夢
中
に

な
る
と
周
り
の
こ
と
が
見
え

な
く
な
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

を
思
い
知
ら
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、

目
線
で
確
認
で
き
な
い
道
路

の
運
転
は
『
予
測
運
転
、
か

も
し
れ
な
い
運
転
』
に
心
が

け
無
理
な
運
転
を
避
け
、
ス

ピ
ー
ド
を
控
え
め
に
安
全
運

転
を
励
行
し
て
い
ま
す
。

（
市
内
在
住
　
交
通
指
導
員

鈴
木
さ
ん
／
男
性
）

の
多
く
は
、
自
宅
か
ら
五
百
メ
ー

ト
ル
以
内
で
多
発
し
て
い
る
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

小
さ
い
子
ど
も
は
、
特
に
身
体

的
な
未
熟
さ
か
ら
、『
ひ
と
つ
の

も
の
に
注
意
が
向
く
と
周
り
の
も

の
が
目
に
入
ら
な
く
な
る
』『
危

険
な
こ
と
に
つ
い
て
判
断
で
き
な

い
』『
視
点
の
高
さ
が
低
く
、
大

人
よ
り
視
野
が
狭
い
』
な
ど
、
大

人
に
は
見
え
て
い
て
も
、
子
ど
も

に
は
見
え
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
事
故
防

安全は　家族みんなの　合言葉

秋山麗奈（大仁小）

ピ
ー
ス
ケ

ピ
ー
コ

問合せ 安全対策課
電話０５５‐９４８‐１４１２

期間 件数 死者 傷者

平成２０年 ９０ ０ １１８
平成１９年 １０１ ０ １４６伊豆の国市内

新生活にも慣れ、気がゆるむ時期です。
車を運転するときは、前の車の動きに注
意し、追突事故を防止しましょう。

（大仁警察署交通安全指導員）

（各年１月１日～３月３１日）

新
入
園
・
入
学
か
ら
早
い
も
の

で
一
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の

時
期
は
、
子
ど
も
が
被
害
者
に
な

る
交
通
事
故
が
目
立
ち
ま
す
。
通

学
路
に
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
潜ひ
そ

ん

で
い
ま
す
。
子
ど
も
の
交
通
事
故

巡回交通事故相談
県の交通事故相談所の相談員が交通事故に関する

さまざまな相談に応じます。相談は無料です。希望
する人は事前に安全対策課までご予約ください。

と　き ５月２１日（水）
１０：００～１５：００

ところ 市役所伊豆長岡庁舎
市民相談室

この白線により区切られた
部分は『路側帯』と呼ばれ、歩
道の役割を持っています。運
転手さんは路側帯に入らない
よう注意して通行してくださ
い。また市内には、学校付近
や通学路等を緑色に塗った
『グリーンベルト』が設置され
ている個所があります。グリ
ーンベルトがある道路では、
いつも以上に注意して運転し
てください。

アクシスの夕べＰａｒｔ．４５～二胡編～
と　き　５月１０日（土）開場１８：３０開演１９：００
ところ　アクシスかつらぎ多目的ホール
出　演　二胡伶人　四季花
入場料 無料
問合せ アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５
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アクシスかつらぎ、
韮山時代劇場からの
イベント情報発信！

と　き ７月１３日（日）
開場１３：３０開演１４：００

ところ　韮山時代劇場大ホール
チケット 【全席指定】３，５００円

（料金一律）
＊市役所各庁舎市民サービス課での
チケット販売は５月１２日（月）か
らになります。
＊５月１１日（日）から韮山時代劇場
でチケットの電話予約を受け付け
ます。
＊未就学児の入場はできません。
問合せ 韮山時代劇場

電話０５５‐９４９‐８６００

たいらじょう

と　き ８月１７日（日）
午前の部　開場１０：３０開演１１：００
午後の部　開場１３：３０開演１４：００

ところ　韮山時代劇場映像ホール
チケット 【全席自由】

一般１，０００円、中学生以下５００円
＊市役所各庁舎市民サービス課でのチケット販売は６月
２日（月）からになります。
＊６月１日（日）から韮山時代劇場でチケットの電話予
約を受け付けます。
問合せ 韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

ＮＨＫの番組『おかあさんといっしょ』
の元体操のおにいさん佐藤弘道によるフ
ァミリーコンサートです。
と　き ８月３日（日）
午前の部　開場１０：００開演１０：３０
午後の部　開場１３：３０開演１４：００

ところ　アクシスかつらぎ大ホール
チケット 【全席指定】
一般２，０００円、中学生以下１，０００円

＊市役所各庁舎市民サービス課でのチケッ
ト販売は５月１９日（月）からになります。

＊５月１８日（日）からアクシスかつらぎでチケットの
電話予約を受け付けます。
問合せ アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５

と　き ８月１６日（土）開場１８：００開演１８：３０
ところ　アクシスかつらぎ大ホール
チケット 【全席指定】Ｓ席５，０００円、Ａ席４，０００円
＊市役所各庁舎市民サービス課でのチケット販売は５月
２６日（月）からになります。
＊５月２５日（日）からアクシスかつらぎでチケットの電
話予約を受け付けます。
＊未就学児の入場はできません。
問合せ アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５

16２００８．５．１いずのくに
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県指定文化財紹介８

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その37

書
は
、
中
国
唐
代
の
詩
人

杜
甫
と

ほ

の
七
言

し
ち
ご
ん

古
詩
こ

し

『
飲
中

い
ん
ち
ゅ
う

八
仙
歌

は
っ
せ
ん
か

』。
中
国
明み
ん

代
末
頃
に
成

立
し
た
と
さ
れ
る
『
唐
詩
選

と
う
し
せ
ん

』
に

収
め
ら
れ
た
詩
で
、
杜
甫
が
同

時
代
の
酒
豪
八
人
の
飲
み
っ
ぷ

り
を
、
巧
み
に
描
写
し
た
も
の

で
す
。『
唐
詩
選
』
は
、
日
本
で

は
江
戸
時
代
前
期
に
出
版
さ
れ
、

漢
詩
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
大
流

行
し
た
の
で
、
こ
の
詩
も
古
く

か
ら
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

知章
ちしょう

が馬に騎
の

るは船に乗るに似たり

眼
まなこ

花
くら

み井に落ちて水底に眠る

汝陽
じょよう

は三斗にして始めて天に朝
ちょう

す

道に麹車
きくしゃ

に逢えば口に涎
よだれ

を流し

恨
うら

むらくは封
ほう

を移して酒泉に向わざりしを

左相
さしょう

の日興
にっきょう

万銭
ばんせん

を費す

飲むこと長鯨
ちょうげい

の百川
ひゃくせん

を吸うが如く

盃（杯）を銜
ふく

み聖を楽しみ賢を避
さ

くと称す

宗之
そうし

は瀟洒
しょうしゃ

（灑）たる美少年

觴
さかずき

を挙げ白眼
はくがん

にして青天を望めば

皎
きょう

として玉樹
ぎょくじゅ

の風前に臨むが如し

蘇晋
そしん

は長斎
ちょうさい

す繍仏
しゅうぶつ

の前

酔中往々逃禅
とうぜん

を愛す

李白
りはく

は一斗詩百篇

長安
ちょうあん

市上
しじょう

酒家
しゅ か

に眠る

天子呼び来たれども船に上らず

自ら称す臣
しん

は是
こ

れ酒中の仙と

張 旭
ちょうきょく

三盃（杯）草聖
そうせい

伝わる

帽
ぼう

を脱ぎ頂
いただき

を露
あらわ

す王公の前

毫
ごう

を揮
ふる

って紙に落とせば雲煙
うんえん

の如し

焦遂
しょうすい

は五斗方
はじ

めて卓然
たくぜん

高談雄弁四筵
しえん

を驚かす

（岩波文庫『唐詩選　上』による）

韮山多田の多田家には、県指定文化財『飲中八
仙書画』（絹本彩色、江川英龍筆）が伝えられてい
ます。ご覧のとおり書と絵が対をなした作品です。

酒
屋
で
眠
り
込
ん
で
い
る
と
い

う
あ
り
さ
ま
で
す
。

こ
の
詩
を
録
し
た
英
龍
の
書

風
は
、
師
で
あ
る
市
河
い
ち
か
わ

米
庵
べ
い
あ
ん（
一

七
七
九
〜
一
八
五
八
）
の
そ
れ
を

よ
く
受
け
継
い
で
い
る
と
言
わ

れ
ま
す
。
の
び
の
び
と
し
て
豊

か
な
筆
線
は
、
詩
の
内
容
と
も

相
ま
っ
て
、
見
る
者
の
心
を
和

ま
せ
て
く
れ
る
か
の
よ
う
で
す
。

一
方
絵
の
ほ
う
は
、
八
仙
の

様
子
を
詩
の
文
言
に
合
わ
せ
て

市
民
文
化
祭

参
加
者
募
集
！

■
芸
能
の
部

と
　
き

十
月
四
日（
土
）

五
日（
日
）

と
こ
ろ

韮
山
時
代
劇
場

■
囲
碁
将
棋
大
会

と
　
き

十
月
二
十
六
日（
日
）

と
こ
ろ

大
仁
市
民
会
館

■
展
示
の
部

と
　
き

十
一
月
十
五
日（
土
）

十
六
日（
日
）

と
こ
ろ

長
岡
体
育
館

申
込
方
法

芸
能
・
展
示
各
部
門
の
参
加

申
込
書
は
市
内
社
会
教
育
施
設

（
あ
や
め
会
館
、
韮
山
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
、
大
仁
市
民
会

館
）で
配
布
し
ま
す
。
受
付
は
七

月
一
日（
火
）〜
十
二
日（
土
）正

午
ま
で
。
社
会
教
育
課
窓
口
に

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み

不
可
。

問
合
せ

市
民
文
化
祭
実
行
委

員
会
事
務
局（
社
会
教
育
課
内
）

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
き
出
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
酔
態
を
示

し
な
が
ら
、
画
面
の
あ
ち
こ
ち

に
配
さ
れ
た
八
人
。
書
と
絵
を

見
く
ら
べ
つ
つ
、
ど
れ
が
ど
の

人
物
で
あ
る
の
か
を
考
え
て
み

る
の
も
、
面
白
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

＊
文
化
財
保
護
の
た
め
、
特
別

展
示
な
ど
の
他
は
非
公
開
。

■ポスターの図案募集

市民文化祭のポスター（Ａ２
版タテ）の図案を公募。６月
３０日（月）までに社会教育課
窓口へ提出してください。

大
酒
ぶ
り
を
示
す
の
に
「
斗
酒
と
し
ゅ

な
お
辞
せ
ず
」
な
ど
と
言
い
ま
す

が
、
酒
仙
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た

こ
の
八
人
の
飲
み
方
は
、
そ
れ

ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

朝
廷
に
赴
く
前
に
三
斗
の
酒

を
飲
み
干
す
者
が
い
る
か
と

思
え
ば
、
五
斗
を
飲
ん
で
よ

う
や
く
し
ゃ
ん
と
す
る
者
ま

で
い
る
始
末
。
李
白

り
は
く

に
い
た

っ
て
は
、
か
の
玄
宗

げ
ん
そ
う

皇
帝
か

ら
の
お
召
し
を
受
け
て
も
、

『飲中八仙歌』

書

画

｢本棚｣

ヒヨコ舎／アスペクト

人の本棚をのぞくの
は、人の頭の中をのぞ
くようなものかもしれ

ない。芥川賞受賞・川上未映子、直
木賞受賞・桜庭一樹、みうらじゅん、
穂村弘、角田光代など１５人の本棚
を大公開。 【韮山】

「エクサバイト」

服部真澄／角川書店

２０２５年、記録媒体の
小型化が進み、人間は
一生で見聞する全情報

を記録できるようになった。歴史が
一変するような世界史事典のプロジ
ェクトが滑りだすが…。最先端情報
小説。 【中央】

「命賭け候
浮世絵宗次

そうじ

日月抄
にちげつしょう

」
門田泰明／徳間書店

｢運命の書　上、下｣

ブラッド・メルツァー

角川書店

アメリカ合衆国大統領
専用車を３発の銃弾が

襲った。狙撃犯は逮捕され暗殺は未
遂に終わったが、その８年後…。フ
リーメイソンの謎や暗号を盛り込ん
だノンストップ・サスペンス。【中央】

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

休館日５月３日（土）･５日（月）
６日（火）･１２日（月）
１９日（月）･２６日（月）
３０日（金）

おはなし会５月１０日（土）１１：００～
【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

休館日５月３日（土）･５日（月）
６日（火）･１２日（月）
１９日（月）･２６日（月）
３０日（金）

おはなし会５月２２日（木）１４：３０～
【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

休館日５月３日（土）･６日（火）
７日（水）･１４日（水）
２１日（水）･２８日（水）
３０日（金）

おはなし会５月１０日（土）２４日（土）
１４：００～

●「人形は口ほどにものを言い」赤川次郎著 文楽フ
ァンである著者の演劇エッセイ。 ●「織太夫夜話」
竹本織太夫著 文楽の語り手である太夫が語る文楽
へのいざない。 ●「頭巾かぶって五十年」吉田蓑助
著　人形遣い・三代蓑助の芸談。【すべて中央】

●「きのね」宮尾登美子著 梨園の御曹司に仕え、
けなげに生きた光乃の昭和史。【中央・長岡】
●「仲蔵狂乱」松井今朝子著 江戸時代実在の初代
中村仲蔵の生涯を描いた小説。【韮山・長岡】
●「歌舞伎十八番」市川團十郎著 十二代團十郎

だんじゅうろう

が語る成田家のお家芸とその写真。【長岡】

昨年度好評だった講座を今年も開
催！「読み聞かせをしてみたいけど、
どうやって読めばいいの？」と思っ
ている人、ぜひご参加ください。読
み聞かせの基本、本の選び方、実演
するときの心構えなど、楽しく学ぶ
ことができます。受講無料。
とき ６月１１日（水）、１８日（水）、

２５日（水）１０：００～１２：００
ところ 中央図書館２階視聴覚室
講　師 上原佐惠子氏
対　象 読み聞かせに興味のある初

心者の人で、３回出席でき
る人

定　員 ２０人
申込み ５月１３日（火）～２９日（木）

に中央図書館カウンターま
たは電話で申し込み。

三浦しをんの最新小説「仏果を得ず」【韮山・長岡】は、
文楽に賭ける若手太夫

だゆ う

の青春を描いた話題の文楽小説
です。ここから古典芸能の世界を覗いてみませんか？

さる貴顕の御曹司で剣の使い手だ
が、訳あって人気浮世絵師に身を
やつす宗次の剣と涙の血風録。エ
ンターテイメント時代小説３編を
収録。 【長岡】

古典芸能に注目！

＊【 】内は所蔵館名

歌
舞
伎

文
楽



宅
な
ど
の
住
宅
街
、
大
規
模
小
売
店
、
多
く
の
旅

館
や
飲
食
店
が
軒
を
連
ね
る『
古
奈
温
泉
』を
抱
え
、

狩
野
川
沿
い
に
は
三
つ
の
樋
管
ひ
か
ん（

注
１
）
を
管
理
し

て
い
ま
す
。
十
二
分
団
中
、
最
も
小
さ
い
管
轄
区

域
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
、
市
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
人
口
・
建
築
物
の
密
集
区
域
と
言
え
ま
す
。

こ
の
地
区
と
言
え
ば
、
毎
年
七
月
の『
源
氏
あ
や

め
祭
り
』や
、
八
月
の『
伊
豆
長
岡
温
泉
戦
国
花
火

大
会
』な
ど
で
、
皆
さ
ん
も
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
第
一
分
団
は
、
本
来
の
消
防
業
務
と
は

別
に
、
そ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
や
神
社
の
秋
祭
り
等
で
の
警
備
や
交
通
整
理

な
ど
に
も
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
冬
の
夜
警
や
け
い

（
注
２
）
で
は
、
小
学
生
と
一

緒
に
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る『
子
ど
も
夜
警
』も
実
施
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
消

防
団
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
う
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

（
鈴
木
分
団
長
よ
り
）「
消
防
団
活

動
の
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
人
脈
が

で
き
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
自
分
の
仕

事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
生
涯
に
渡
っ

て
役
に
立
つ
宝
物
で
す
。
し
か
し
、

消
防
団
は
慢
性
的
な
人
出
不
足
。
私

た
ち
の
活
動
の
重
要
性
を
皆
さ
ん
に

理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
消
防

行
事
等
を
減
ら
し
、
団
員
の
負
担
を

軽
く
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。
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山
口

や
ま
ぐ
ち

和
拡

か
ず
ひ
ろ

伊
豆
の
国
観
光
パ
ス
ポ
ー
ト

事
業
実
行
委
員
会
運
営
部
長

（
招
福
の
宿
ゑ
び
す
や
社
長
）

さ
ん

ＭＹ　ＷＡＹ

突
然
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
消
防
団

に
つ
い
て
、
ど
の
く
ら
い
知
っ
て
い
ま

す
か
？
消
防『
署
』で
は
な
く
、
消
防『
団
』

に
つ
い
て
で
す
。

消
防
団
の
仕
事
は
、
火
災
や
台
風
、

地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
、
地
域
の
人
や

家
族
を
守
る
こ
と
。
し
か
し
彼
ら
は
、

消
防
署
勤
務
の
プ
ロ
の
消
防
士
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
企
業
に
勤
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
商
店
を
営
む
自
営
業
者
、

工
事
現
場
で
働
く
作
業
員
、
農
作
物
を
育
て
る
農
家
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
業
を
別
に
持
ち
な
が
ら
、『
消
防
団
』
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
身
を
投
じ
て
い
る
の
で
す
。

な
ぜ
、
彼
ら
は
消
防
団
活
動
を
す
る
の
で
し
ょ
う
？

そ
れ
は
彼
ら
に
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

精
神
に
基
づ
い
た
、
郷
土
を
愛
す
る
心
が
あ
る
か
ら
で
す
。

人
口
約
五
万
人
の
伊
豆

の
国
市
に
は
、
約
四
百
二

十
人
の
消
防
団
員
が
い
ま

す
。
昨
年
ま
で
市
内
に
二

十
あ
っ
た
分
団
も
、
こ
の

四
月
か
ら
統
合
さ
れ
、
十

二
分
団
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
体
制
の
も
と
、
消

防
団
活
動
に
従
事
す
る
若

者
た
ち
。
彼
ら
は
、
一
体

ど
ん
な
人
た
ち
な
の
か
？

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ

ん
な
彼
ら
の
素
顔
に
迫
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

文

伊
豆
の
国
市
消
防
団
第
一
分
団
は
、
旧
・
伊
豆
長
岡
方

面
隊
第
一
分
団（
古
奈
・
富
士
見
）と
、
同
第
三
分
団（
墹

之
上
）の
統
合
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。

管
轄
区
域
に
は
、
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
新
興
住

第１分団ＤＡＴＡ
管轄区域　古奈、富士見、墹之上

（１，８０８世帯／４，５２４人）

分団長　　鈴木正之（富士見）

副分団長 佐藤勇一（古奈）

団員数　　２５人（うち支援８人）

団員の平均年齢　　３０．５歳＊

団員の職業　

自営業　４０％

会社員　６０％

＊
正
・
副
分
団
長
、
支
援
団
員
を
除
い
た
現
役
団
員
の
年
齢 各分団の管轄区域

み
ん
な
で『
観
光
』を

理
解
し
て
み
ま
せ
ん
か

山
口
さ
ん
は
、
大
正
九
年
創
業
の
老

舗
旅
館
の
三
代
目
。
幼
少
の
頃
か
ら

「
伊
豆
は
観
光
地
だ
」
と
い
う
感
覚
が
体

に
染
み
つ
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
昔
に
比
べ
て
、
経
済
的
に
豊
か
な

時
代
と
は
い
え
、『
旅
行
』
は
今
も
家
族

に
と
っ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
家
族
の

大
切
な
時
間
を
費
や
し
て
来
て
く
れ
る

か
ら
に
は
、
い
い
思
い
出
を
作
っ
て
帰

っ
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
」。

『
観
光
パ
ス
ポ
ー
ト
』
は
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
側
（
協
賛
店
）
み
ん
な
が
同

じ
気
持
ち
で
お
も
て
な
し
で
き
る
利
点

も
あ
る
、
と
山
口
さ
ん
。「
市
に
な
っ
て

初
め
て
の
、
観
光
施
設
、
旅
館
、
飲
食

店
な
ど
が
一
致
団
結
し
た
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
。
成
功
さ
せ
た
い
で
す
」。

観
光
客
以
上
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
『
観
光
パ
ス
ポ
ー
ト
』
で
お
も
て
な
し

を
受
け
て
、
自
分
が
『
観
光
地
・
伊
豆
』

に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら

い
た
い
と
言
い
ま
す
。「
み
ん
な
が
『
観

光
』
を
理
解
す
れ
ば
、
市
を
あ
げ
て
お

客
様
を
お
も
て
な
し
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
い
ず
れ
は
協
賛
店
を
伊
豆
全
域
に

も
拡
大
し
、
将
来
、
伊
豆
の
代
表
的
な

お
土
産
と
い
え
ば
『
観
光
パ
ス
ポ
ー

ト
』！
と
な
る
の
が
夢
で
す
ね（
笑
）」。

週
末
は
皆
さ
ん
も
、『
観
光
パ
ス
ポ
ー

ト
』
片
手
に
、
お
も
て
な
し
の
小
旅
行

に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

小学生に大好評だった『子ども夜警』

第１分団のメンバー（一部）

（注１）樋管…大雨による増水時、狩野川から支流への逆流を防ぐための水門。開閉に操作が必要。
（注２）夜警…火災発生率が高い冬期の夜に、団員が交替で詰所に待機し、区内を巡回すること。

観
光
パ
ス
ポ
ー
ト
の
記
事
は
四
〜
五

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市では、子育てを支援する『地域子育て支援センター』を３カ
所開設しています。
親子で来園して楽しく遊んだり、友達を作ったり、保護者の

育児情報交換の場としてご利用ください。市内に住所があり、
小学校就学前までの幼児と保護者なら、どなたでも無料で利用
できます。
また『子育て相談』もありますので、お気軽にどうぞ。

（ひまわり保育園大仁分園
地域子育て支援センター）

大仁２２９‐１ 電話０５５８‐７６‐１１７３
月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００

（祝日除く）

９日（金）１０：３０～交通安全教室
１３日（火）１０：３０～

リズムであそぼ！
１５日（木）１０：３０～星のおはなし会
１６日（金）避難訓練
２０日（火）１０：３０～
小麦ねんどであそぼ！（２、３歳）

２１日（水）１０：３０～
小麦ねんどであそぼ！（０、１歳）

２９日（木）防犯訓練
■行事の時間はいずれも午前中

（地域子育て支援センターすみれ）
四日町２３４‐１電話０５５‐９４９‐０８２３
月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００

（祝日除く）

２日（金）おはなし会
８日（木）おやこで踊ろう
１３日（火）９：３０～狩野川公園で遊
ぼう（現地集合・現地解散。雨天中止）
１５日（木）たんじょう会
１９日（月）あじさいを作ろう（０、１歳）
２０日（火）あじさいを作ろう（２、３歳）
２２日（木）避難訓練
２７日（火）交通安全教室
２９日（木）おおきくなったかな
３０日（金）きれいにしよう
■行事の時間はいずれも午前中

詳しくは各園まで
お問い合わせ
ください。

（慈恩保育園地域子育て支援センター）
白山堂１７１‐２電話０５５８‐７６‐２５５２
月～金９：００～１７：００（祝日除く）
（園庭開放は９：００～１１：３０）

２１日（水）１０：００～楽器であそぼう
＊事前申し込みが必要

●天気の良い日は園庭で絵本や紙
芝居の読み聞かせをしています。
●相談専用電話では、子育ての悩
み相談に、専門の保育士が応じ
ます。ご利用ください。
相談専用電話０５５８‐７６‐２６５６

新 連 載



温暖な気候に恵まれた伊豆の国市
は、日本有数のイチゴ生産地です。
美味しいイチゴをたくさん食べて、
ジャム作りに挑戦！
とき／６月１日（日）９：００～１２：００
ところ／市内（長崎）のイチゴハウス
集合場所／農業活動拠点施設長崎会館
体験料／１，５００円（小学生以上）
定員／４０人
特典／イチゴ１箱取り放
題・ジャム持ち帰り
申込み締切／５月１９日
（月）＊定員になり次第締め切り　
問合せ／市役所農業振興課　
電話０５５‐９４８‐１４８１

とき／６月７日（土）１４：００～２０：００
ところ／韮山反射炉特設会場
内容／お祭り広場（フリー
マーケット・にぎわいコー
ナー）、コンサート会場（キ
ヨミジャズ＆リズムダンス、男声コ
ーラス『ボスコ』、フラメンコ『ラ・エ
ストレジャアマブレ』）、ホタル観賞
（古川源流・天然ホタル）
問合せ／小島登 電話０５５‐９４９‐０４５０

静岡朝日ＴＶ主催の『第７回しずお
かふるさとＣＭ大賞』に出品する、伊
豆の国市のコマーシャルを一緒に作っ
てくれるスタッフを募集します。コン
テストでグランプリを受賞すると、同
ＴＶで年間２００回放送されます（前年
度、伊豆の国市はアイディア賞を受賞
しました）。
その他／前年度の
ＣＭ作品を、市ホ
ームページでも公
開しています。ぜひご覧ください。
申込み方法／５月２２日（木）までに
電話またはメールで申し込み
申込み・問合せ／市役所秘書広報課　　
電話０５５‐９４８‐１４３１
hisyo@city.izunokuni.shizuoka.jp

体験を通じてお互いの理解や交流
を深め、国際性を養いましょう。事
前研修会もあるので、初めての一人
旅でも安心してご参加ください。
とき／７月２５日（金）～８月１７日
（日）のうち８～１８日間（＊派遣先に

より異なる）
派遣先／アメリカ、イギリス、オー
ストラリア、カナダ、シンガポール、
サイパン、カンボジア、フィジー
対象／小学校３年生～高校３年生
参加費／１８５，０００円～４９８，０００円
（＊共通経費は別途必要）
申込み締切／６月６日（金）または６
月１６日（月）（＊派遣先により異なる）
問合せ／（財）国際青少年研修協会
電話０３‐３３５９‐８４２１ info@kskk.or.jp

水源保護地域の竹林を伐採します。
雨天中止。（保険加入のため要申込み）
とき／５月１４日（水）８：３０集合
集合場所／市役所韮山庁舎駐車場
持ち物／竹用ノコギリまたはナタ、
作業のための服装、弁当・水筒等
申込み・問合せ／伊豆の国緑と水を
守る会（牧） 電話０５５‐９４９‐４８８２

とき／６月７日（土）１４：００～１８：００
ところ／韮山反射炉特設会場
申込み方法／ハガキまたはＦＡＸに
氏名、電話番号、出店内容を明記し
て申し込み
申込み・問合せ／〒４１０‐２１３３韮山
多田７１６　小島登 電話・ＦＡＸ０５５‐
９４９‐０４５０

23 ２００８．５．１いずのくに 22２００８．５．１いずのくに

太鼓、スポーツチャンバラ、農兵節、
みしまサンバ、剣舞など
その他／８：３０～１５：００まで１５分
ごと三島駅南口前からシャトルバス
を運行します。料金：山中城跡公園
行き２００円（小学生以下半額）
問合せ／三島市観光推進課　
電話０５５‐９８３‐２６５６

五竜みどりまつり
とき／５月１７日（土）９：００～１６：００、
１８日（日）９：００～１５：００
ところ／裾野市中央公園
内容／植木・山野草などのチャリテ
ィー配布（募金形式）、観光物産品・
植木展示即売、動物ふれあい広場、
花と緑の体験コーナー、模擬店、各
種イベント
問合せ／裾野市商工観光室　
電話０５５‐９９５‐１８２５

問合せ／清水町社会教育課　
電話０５５‐９７２‐６６７８

劇団四季オリジナルミュージカル
ユタと不思議な仲間たち
とき／６月１日（日）開演１７：３０
ところ／沼津市民文化センター大ホール
入場料／Ｓ席６，３００円、Ａ席５，２５０
円、Ｂ席４，２００円　＊全席指定、３
歳未満膝上鑑賞無料（保護者１人につ
き１人まで）
チケット発売／市民文化センターチ
ケットコーナーにて発売中
申込み・問合せ／沼津市民文化セン
ター　電話０５５‐９３２‐６１１１

第２７回 山中城まつり
とき／５月１８日（日）９：００～１５：３０
ところ／三島市山中城跡公園
内容／合戦絵巻『山中城悲話』、愛鷹

フリーマーケット
フリーマーケット、ごみとして出

された自転車のリサイクル販売など。
とき／６月１日（日）９：００～１２：００
＊雨天中止
ところ／函南町役場東側大駐車場
その他／当日は休日のため、トイレ
を除き、役場庁舎内には入れません。
問合せ／函南町環境衛生課　
電話０５５‐９７９‐８１１２

泉のまち音楽会
小野田久子フルートコンサート
とき／５月１０日（土）１４：００～１５：３０
ところ／清水町福祉センター多目的ホール
出演／小野田久子（フルート）、寺山
みちこ（キーボード）
演目／ｉｍａｇｅセレクション、アメ
ージンググレイスほか
入場料／無料

突
然
、
地
震
や
火
事
が
起
こ
っ
た
ら
、

あ
な
た
は
一
人
で
避
難
で
き
ま
す
か
？

市
役
所
高
齢
者
支
援
課
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）
で
は
昨
年
度
か
ら
、
災
害

時
や
緊
急
時
の
避
難
支
援
体
制
を
整
備
す

る
た
め
、
六
十
五
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ

の
基
礎
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

伊
豆
長
岡
地
区
は
い
ち
ご
の
里
、
韮
山

地
区
は
伊
豆
の
国
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

大
仁
地
区
は
ぬ
く
も
り
の
里
の
調
査
員
が

お
宅
に
伺
い
、
調
査
用
紙
に
よ
る
調
査
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
支
援
を
希
望
す

る
人
は
、
そ
の
と
き
に
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
同
意
書
に
サ

イ
ン
と
捺
印
を
お
願
い

し
ま
す
。

六
十
五
歳
以
上
一
人
暮
ら
し
の
皆
さ
ん
へ

市
役
所
高
齢
者
支
援
課

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
０

こ
れ
で

災
害
時
も
安
心
ね
！

問合せ

対
象

市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住

宅
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
、
あ
る

い
は
市
内
に
土
地
、
建
物
を
購
入

す
る
勤
労
者
で
あ
る
こ
と

条
件

①
申
込
み
時
点
で
市
税
に
滞
納

が
な
い
こ
と

②
床
面
積
五
十
〜
百
七
十
五
平

方
メ
ー
ト
ル
以
下
（
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
二
百
八
十
平

方
メ
ー
ト
ル
ま
で
）

③
宅
地
購
入
の
場
合
は
、
三
百

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
（
貸

付
か
ら
五
年
以
内
に
建
築
す

る
こ
と
）

融
資
限
度
枠

一
件
七
百
万
円
以
内

利
率

年
二
・
〇
〇
％（
当
初
十
年
間
）

※
五
年
返
済
の
場
合
は
年
一
・
七
〇
％

返
済
期
間五

年
以
上
三
十
五
年
以
内
（
一
年

単
位
）

担
保
　
取
得
す
る
不
動
産
を
担
保
と
し
て

第
一
順
位
で
設
定
。
公
的
資
金
を

あ
わ
せ
て
受
け
た
場
合
は
後
順
位

を
認
め
る
。

対
象

本
人
ま
た
は
そ
の
子
弟
が
大
学

な
ど
に
進
学
、
在
学
す
る
た
め

の
資
金
が
必
要
な
勤
労
者
で
あ

る
こ
と

条
件

①
申
込
み
時
点
で
市
税
に
滞
納

が
な
い
こ
と
。

②
市
内
に
一
年
以
上
在
住

③
世
帯
の
年
間
収
入
金
額
が
一

千
万
円
以
下

融
資
限
度
枠

一
件
二
百
万
円
以
内

利
率

年
二
・
〇
〇
％

返
済
期
間五

年
以
下
（
在
学
期
間
中
償
還
を

据
え
置
い
た
場
合
は
八
年
以
内
）

住
宅
取
得
資
金

教
育
資
金

勤
労
者住

宅
資
金

教
育

資
金

融
資
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

の
貸
付
に
つ
い
て

＊
保
証
人
は
不
要
、
保
証
料
負
担
あ
り
。

＊
資
金
の
申
込
み
、
資
格
審
査
、
貸
付
業

務
等
は
、
労
働
金
庫
田
方
支
店
が
実
施

し
ま
す
。

問
合
せ

市
役
所
観
光
商
工
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０

申
込
み
・
問
合
せ

静
岡
県
労
働
金
庫
田
方
支
店
　

電
話
０
５
５
８（
７
６
）５
１
１
１
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25 ２００８．５．１いずのくに 24２００８．５．１いずのくに

お・知・ら・せ お・知・ら・せ
で納めてください。
コンビニでの納付には、『平成２０

年度コンビニ収納用バーコード付納
税通知書』が必要です。平成１９年度
以前のものやコンビニ収納用バーコ
ードがないものは、金融機関または
郵便局で納付してください。
納期限／６月２日（月）
問合せ／静岡県沼津財務事務所自動
車税課　電話０５５‐９２０‐２０１９

労働保険の概算・確定保険料や石綿
健康被害救済法の一般拠出金の申
告・納付時期になりました。
申告・納付の場合は、期限内に最寄

りの金融機関または静岡労働局、労
働基準監督署へ申告書を添えて労働
保険料等を納付してください。
申告書のみ提出する場合は、期限内

に静岡労働局労働保険徴収課または労
働基準監督署へ提出してください。
申告・納付期限／５月２０日（火）

問合せ／静岡労働局労働保険徴収課
電話０５４‐２５４‐６３１６

幼稚（保育）園児～高校生、保護者
に関する相談を、専属のカウンセラ
ーが受けます。お気軽にどうぞ。（無
料・匿名相談可・秘密厳守）
とき／毎週月～金曜日９：００～１７：００
（木曜日は１３：００まで）、電話・面接
のどちらでも可（＊面接の場合は事前
にご連絡ください。）
ところ／田方教育会館（吉田８２‐１・
アピタ大仁店付近の国道１３６号沿い）
相談内容／いじめ、不登校、しつけ、
友だち関係、先生との関係、問題行
動、進路、学校生活、家庭・地域での
問題など
問合せ／田方教育相談室
電話０５５８‐７６‐８２２８

平成２０年度の自動車税の納付時期
になりました。お近くの金融機関ま
たは郵便局、コンビニエンスストア

も　り

募集期間／５月７日（水）～９月３０
日（火）＊当日消印有効
応募要件／作品を商業出版したこと
のないアマチュアの人の、オリジナ
ル（未発表）創作童話に限ります。
（年齢、国籍、居住地不問）
応募規定／Ｂ４版４００字詰め原稿用
紙に、縦書きで１５枚以上。詳細は
募集要項（８０円切手を同封し、郵送
で請求）をご覧ください。
賞（副賞）／大賞（１編・賞状＋５０万
円＋記念品）、審査員賞（計５編・賞
状＋１０万円＋記念品）
発表／平成２１年３月中旬
申込み・問合せ／〒４３１‐３３９２浜松
市天竜区二俣町二俣４８１ 浜松市天
竜区役所区振興課内 森林

も　り

のまち童話
大賞事務局　電話０５３‐９２２‐００１３

国土交通省中部地方整備局では、
地域との連携を深め、河川愛護思想
の普及・啓発等をするために、平成
２０年度も狩野川河川愛護モニター
を募集します。
活動内容／日常生活の範囲で知り得
た河川に関する情報の伝達、地域へ
の河川愛護思想の普及・啓発など
＊定期的な河川巡視や、不法行為者
に対して直接指導する等の特別な責
務を課すものではありません。

ニイハオ！！今年は北京オリンピッ
クの年です。中国語と中国の文化を
勉強して奥林匹克

オリンピック

を１０倍楽しみませ
んか。講座に参加すれば足蹴

サッカー

、排球
バレー

、
馬拉松
マラソン

…中華料理の麻婆豆腐、回鍋
肉も楽しく発音できます。中国語を
学んで、中国の歴
史ある文明や文化
に理解を深めてみ
ませんか？謝謝。
とき／６月６日（金）～平成２１年３月、
主に金曜日１９：００～２１：００（全３５回）
ところ／あやめ会館
講師／王意清

おういせい

さん（日本在住１０年）
定員／１５人
費用／受講料（３００円×３５回）＋雑
費・安全保険料（年額１，５００円）
申込み期限／５月２６日（月）必着
申込み方法／ハガキに「中国語講座
申込み」と明記し、住所、氏名（フリガ
ナ）、性別、生年月日、電話番号を記入
して郵送してください（電話受付は不
可）。後日、開講案内を返送します。
申込み・問合せ／〒４１０‐２２９２長岡
３４６‐１　市役所社会教育課
電話０５５‐９４８‐１４６１

活動範囲／狩野川の河口～修善寺橋
間の一部
任期／７月１日
（火）から１年間
手当／あり
募集人数／計４人
応募資格／満２０歳以上の心身とも
健康で、狩野川近隣に住む、狩野川
に接する機会が多い、狩野川に愛着
を感じている人などで、河川愛護に
関心のある人
申込み締切／５月１６日（金）必着
申込み・問合せ／国土交通省中部地方
整備局沼津河川国道事務所 河川管理課
電話０５５‐９３４‐２０１１
numazwo7@lilac.ocn.ne.jp

交通事故に遭って困っている人の
相談に無料で応じます。電話または
来訪ください。
相談日／月～金曜日（祝日を除く）
９：００～１２：００、１３：００～１７：００
ところ／静岡自動車保険請求相談セ
ンター（静岡市呉服町スクエア８階）
弁護士相談／５～６月の毎週木曜日
１３：００～１６：００＊相談無料、要予約
問合せ／静岡自動車保険請求相談セ
ンター　電話０５４‐２５２‐３３３４

戸籍法及び住民基本台帳法の一
部を改正する法律の施行に伴い、
窓口で戸籍証明や住民票等を請求
するときは、運転免許証などによ
る『本人確認』が義務づけられまし
た。これは『なりすまし』による不
正請求を防止し、個人情報を保護

するためです。なお第３者や代理
人が請求する場合には委任状等が
必要になるので、ご注意ください。
また今回の改正では、偽りその

他不正な手段により交付を受けた
者への罰則が強化されました。

本人確認書類（例）…運転免許証、
パスポート、住民基本台帳カード、
身体障害者手帳、外国人登録証明
書、健康保険証、年金手帳など

五
月
十
九
日（
月
）か
ら
の
一
週
間
は『
春
の
行

政
相
談
週
間
』
で
す
。
総
務
省
で
は
、
国
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を

聞
き
、
そ
の
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

を
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
『
行
政
相
談
』
を
行

っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
五
月
二
十
一
日（
水
）、
三
人
の
行
政

相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
、
以
後
も
毎
月
開
催

し
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

いずれも相談時間は１３：３０～１５：３０

相談日 会　場

５月２１日（水） 伊豆長岡庁舎
６月１８日（水） 韮山庁舎
７月１６日（水） 大仁庁舎
８月２０日（水） 伊豆長岡庁舎
９月１７日（水） 韮山庁舎
１０月１５日（水） 伊豆長岡庁舎
１１月１９日（水） 大仁庁舎
１２月１７日（水） 韮山庁舎
１月２１日（水） 伊豆長岡庁舎
２月１８日（水） 大仁庁舎
３月１８日（水） 韮山庁舎

国
へ
の
苦
情
や
意
見
、
お
聞
き
し
ま
す

問合せ 市役所市民サービス課　電話０５５‐９４８‐２９０１　　　総務省静岡行政評価事務所　電話０５４‐２５４‐１１００

岩崎俊男（戸沢）
電話０５５‐９４８‐２５８５

渡辺宗次（中島）
電話０５５８‐７６‐０３３１

小池陽子（四日町）
電話０５５‐９４９‐５５８５

平成２０年度　相談日程

お こまりなら まる まる　くじょー ひゃくとおばん

総務課 徴収課 業務課 ねんきんダイヤル 国民年金課 年金給付課

●総務についての
照会

●健康保険・厚生年
金保険の保険料の
相談・照会

●健康保険・厚生年
金保険の加入手続
き・照会
●健康保険の給付の
手続き・照会

●年金の請求などの
年金相談

●国民年金の保険
料納付・免除につ
いての相談・照会
●国民年金の資格
についての照会

●障害年金の請求
手続きなどの相談

０５５‐９７３‐１１６６ ０５５‐９７３‐１１２４ ０５５‐９７３‐１１２３
０５７０‐０５‐１１６５＊
（ＩＰ電話・ＰＨＳ用）
０３‐６７００‐１１６５

０５５‐９７３‐１４４４ ０５５‐９７３‐１７２８

＊ねんきんダイヤルは、お客様からの電話を全国の年金電話相談センターのうち、回線の空いていることろにおつなぎします。
通話料金は一般の固定電話の場合、接続先にかかわらず市内通話料金でご利用いただけます（ＩＰ電話・ＰＨＳを除く）。

三島社会保険事務所　電話番号一覧

お客様からの電話照会等に速やかに対応するため、ダイヤルイン方式になりました。ご利用ください。

問合せ 市役所市民サービス課
電話０５５‐９４８‐２９０１

近年、本人の知らない間に虚偽の婚
姻届や養子縁組などの提出、戸籍に虚
偽の記載がされる事件も発生し、これ
を防ぐため従来から『婚姻等の届出』
のときの本人確認を行っていました
が、これも法律で義務づけられました。



27 ２００８．５．１いずのくに

お・知・ら・せ

●
あ
る
市
民
の
ア
イ
デ
ィ
ア
か

ら
生
ま
れ
、
多
く
の
人
の
力
で

現
実
に
な
っ
た
伊
豆
の「
国
」市

の
パ
ス
ポ
ー
ト
。
三
年
前
の
Ｃ

Ｍ
で
は
「
パ
ス
ポ
ー
ト
が
な
く

て
も
い
い
」伊
豆
の
国
市
で
し

た
が
、
今
は
、「
パ
ス
ポ
ー
ト
が

あ
れ
ば
も
っ
と
楽
し
い
」伊
豆

の
国
市
に
な
り
ま
し
た
。

夏

●
市
内
あ
ち
こ
ち
で
工
事
中
だ

っ
た
道
路
が
整
備
完
了
し
、
走

り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
通
っ
た
個
所
で
は
、
ず

い
ぶ
ん
き
れ
い
に
な
っ
た
と
驚

き
ま
す
。
道
路
が
走
り
や
す
く

な
る
と
、
車
は
ス
ピ
ー
ド
が
出

ま
す
。
慣
れ
た
道
こ
そ
安
全
運

転
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土

４月４日、韮山時代
劇場で映画『少林少女』
の完成披露特別試写会
が開かれました。４００
人の招待客が公開に先がけて映画を楽しみ、上映
後は、フジテレビ亀山プロデューサーや渡辺アナ
ウンサーらのトークショーで盛り上がりました。
アクション大作・『少林少女』には見慣れた景色が
満載！皆さんも、ぜひ劇場でお確かめください。

表紙より

住民登録人口●50,276人（男：24,313人、女：25,963人） 世帯●19,412
外国人登録人口●528人（男：212人、女：316人） 世帯●218

市の人口
（平成２０年４月１日現在）

編　集　後　記

ご家庭にある不用なもので、ほか
の人にゆずってもよいものはありま
せんか。不用品活用バンクに登録す
れば、「ゆずってほしい」「ゆずりた
い」人を探します。来庁（韮山庁舎）
か電話でご登録ください。（最高６カ
月間、希望により再登録可）

【ゆずります】

脱穀機　　　　　　　　　無　料
回転座イス　　　　　　　無　料
ハムスター用かご　　　　無　料
ハムスター飼育用品一式　無　料
長中野球部ユニフォーム一式（Ｍ）無　料
マッサージチェアー　　　無　料
一輪車（１４、１６、２０�V）無　料
ヤマハフルート　　　　　応　談
スタットレスタイヤ（１４�Vホイル付）４本応　談
韮中女子冬服上下（１５０�a）新品 １５，０００円
韮中女子夏服長袖（１５０�a）新品 ３，６００円
韮中女子夏服半袖（１５０�a）新品 ３，５００円
韮中女子夏服スカート（１５０�a）新品 ６，０００円

【ゆずってください】

ロックミシン　　　　　　応　談
イチゴ保冷庫（０．５坪） 応　談
修工情報技術科 半袖・長袖Ｙシャツ（ＬＬ以上）、
夏・冬服上下（Ｌ・ウエスト８２�A以上） 応　談
プレハブ小屋（６畳以上） 応　談
県立高校全教科教科書・参考書　
（高校・学年不問） 無　料

韮山保育園園服（サイズ不問）無　料
老人用押し車　　　　　　無　料
家庭用管理機　　　　　　無　料
市内中学男子制服上下（１６０�A）無　料
婦人用自転車　　　　　　無　料
ベビーたんす　　　　　　無　料
子ども用掛・敷等布団（約７０�A×１２０�A）無　料
チャイルドシート（２歳～）無　料
楽生保育園園服・スモック・体操着

（１２０�Aまで） 無　料
長中男子冬制服上下・体操用半ズボン（ウエ
スト９０�A）・半袖体操着（Ｌ） 無　料
ラジオ　　　　　　　　　無　料

＊市役所では品物を預かりません。相手
が現れたら双方に連絡先を教えます。
申込み・問合せ 市役所環境政策課

電話０５５‐９４９‐６８０４

（
四
月
一
日
号
を
読
ん
で
）

●
田
中
山
分
校
の
閉
校
は
感
慨
深
い
。

分
校
通
学
経
験
は
な
く
と
も
昔
を
思

い
出
し
ま
す
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。（
数
件
）

→

校
庭
に
あ
る
通
称『
カ
ス
ミ
桜
』（
種

類
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
）も
、
今
年
は
静
か

に
咲
い
た
こ
と
で
し
ょ
う（
四
月
十
七

日
現
在
で
二
分
咲
き
）。

●
市
内
随
一
の
観
光
地
・
伊
豆
長
岡
温

泉
も
全
国
的
な
知
名
度
は
ま
だ
ま
だ
。

お
客
さ
ん
か
ら
も
見
る
所
、
遊
ぶ
所

が
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
も
っ
と
よ

く
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で

し
ょ
う
。（
古
奈
・
49
歳
・
女
性
）

→

こ
れ
か
ら
は『
伊
豆
の
国
観
光
パ
ス

ポ
ー
ト
』を
、
お
客
さ
ん
に
勧
め
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
市
内
百
八

の
協
賛
店
が
、
心
の
こ
も
っ
た
お
も

て
な
し
を
し
て
く
れ
ま
す
。「
観
光

地
・
伊
豆
の
国
市
」の
新
た
な
切
り
札

で
す
。（
四
〜
五
ペ
ー
ジ
記
事
）

●
八
月
三
日
、
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

に
弘
道
お
に
い
さ
ん
が
来
る
と
の
こ

と
。
チ
ケ
ッ
ト
は
い
つ
か
ら
発
売
で

す
か
？（
奈
古
谷
・
42
歳
・
女
性
）

→

佐
藤
弘
道
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
は
五
月

十
八
日（
日
）か
ら
電
話
予
約
を
開
始

し
ま
す
。（
十
六
ペ
ー
ジ
記
事
）

皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
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対 象 者

①住民登録または外国人登録をしていて、夫婦の一方の住所
が市内にある人
②夫婦が健康保険に加入している人
③夫婦と同一世帯者に市税などの滞納がない人

対象治療　

平成２０年４月１日から実施した特定不妊治療・一般不妊治療
助成金額

不妊治療に要した費用の自己負担額の半額で、年度ごと１０万
円を限度（助成期間は５年）
＊県の助成を受けるためには別に県への申請が必要です。

五
月
二
十
一
日
ま
で
、
県
下
全
域
で
、

春
の
農
作
業
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

農
作
業
事
故
は
相
変
わ
ら
ず
多
く
、

全
国
で
は
毎
年
四
百
人
近
く
も
の
農
作

業
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
便

利
で
あ
る
は
ず
の
農
業
機
械
が
凶
器
と

な
り
、
家
族
を
も
不
幸
に
巻
き
込
ん
だ

事
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

春
は
、
春
田
起
こ
し
や
草
刈
り
な
ど
機
械
作
業
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
思
う
の
は
大
変
危
険
で
す
。
事
故
の
原
因
に

つ
な
が
る
こ
と
を
取
り
除
き
、万
全
の
体
制
で
農
作
業
に
向
い
ま
し
ょ
う
。

機
械
を
扱
う
場
合
は
、
作
業
内
容
に
合
わ
せ
た
服
装
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

手
ぬ
ぐ
い
を
首
に
巻
い
た
り
す
る
こ
と
も
、
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
機
械
の
点
検
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
際
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま

ま
で
の
点
検
は
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
あ
せ
り
、
無
理
な
作
業

な
ど
か
ら
も
事
故
は
突
然
襲
っ
て
き
ま
す
。
機
械

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
な
注
意
を
払
い
、
事
故
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

現在、不妊治療の中でも、人工授精や体外受
精、顕微授精などの治療は、健康保険が適応さ
れない自費診療で行われているため、経済的な
負担が大きくなっています。現在、公的な支援
として県が、『特定不妊治療助成制度』を実施し
これらの治療に助成しています。
さらに市では、体外受精や顕微授精といった

健康保険が適用されない現行の不妊治療に加え、
保険適応治療を含む一般不妊治療の治療費の一
部も助成しています。

農作業事故ゼロをめざして 5/21
（水）まで

春
の
農
作
業
安
全
運
動

不妊治療費の助成

申請の詳細については　健康づくり課へご連絡ください。
問合せ　市役所健康づくり課　電話０５５８‐７６‐８０１３

ご利用くださ
い！

問合せ　市役所農業振興課　
電話０５５‐９４８‐１４８１

事前の点検を
忘れずに！

作業は万全の体制で！

お題：アナグラム
脳の活性度　★★★★

アナグラムは、ある言葉の文字の順番を入れかえて、別の言

葉にしてあるクイズです。例えば「おれ、何歩？」という問題の

もとの言葉は「ナポレオン」という感じです。

では、次の問題のもとの言葉は、いったい何でしょう。

毎月、正解者の中から抽選で１０人に図書カードをプレゼン
ト！皆さんのご応募お待ちしています。
【応募方法】①はがきにクイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、
年齢（学年）、職業、電話番号、②広報紙へのご感想や身近な話
題などを書き添え（必須）、５月１５日（木）までに下記へお送り
ください。いただいたご意見などは、広報で紹介させていただ
く場合もあります。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　

伊豆の国市 企画部 秘書広報課
【先月の答え】「安全安心」正解者は２５／２５人
【図書カード当選者：順不同・敬称略】

齊藤愛理、小川原広子、鈴木精、遠藤初男、冨田美恵子、

長山立子、松下富江、山口静子、杉山政良、杉本尚美

答え○○○○○○○○○○

少
々
、

ジ
ョ
リ
ン
。

（
し
ょ
う
し
ょ
う
じ
ょ
り
ん
）


